
衝
撃
都
市
か
ら
ゾ
ー
ン
都
市
へ

二
〇
世
紀
シ
カ
ゴ
の
都
市
改
革
再
考
一

中

野
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門
要
約
】
　
本
稿
で
は
二
〇
世
紀
転
換
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
に
現
れ
た
多
様
な
都
布
改
革
の
運
動
と
言
説
を
取
り
上
げ
、
ア
メ
リ
カ
現
代
史
に

お
け
る
都
市
認
識
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
行
っ
た
貧
困
層
の
住
宅
改
善
、
②
財
界
が
主
導
し
た
大
規
模
都
市

計
画
、
③
第
｝
次
大
戦
前
後
の
時
期
に
台
頭
す
る
都
市
社
会
学
、
を
素
材
に
、
都
市
エ
リ
ー
ト
の
環
境
観
、
空
間
認
識
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の

関
係
等
を
総
合
的
に
分
析
し
た
。
検
討
を
と
お
し
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
第
一
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
都
市
の
住
環
境
、
建
造
環
境
に

能
動
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
ょ
う
と
す
る
幅
広
い
知
的
潮
流
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
都
市
を
ひ
と
つ
の
有
機
体
と
し
て
統
合
的
に
捉
え
る
思
考
を
生
ん
で
い
た
。

第
二
に
、
そ
う
し
た
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
戦
時
の
国
家
に
よ
る
都
市
動
員
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
後
退
し
、
そ
の
こ
と
が
都
市
内
部
に
胚
胎

し
て
い
た
人
種
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
聞
対
立
を
表
面
化
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
こ
の
過
程
で
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
都
市
空
間
を
社
会
的
、
階
層

的
に
分
画
さ
れ
た
構
造
と
見
る
認
識
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
都
布
認
識
の
展
開
は
、
「
空
問
分
断
の
学
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
今
日
の
ア

メ
リ
カ
都
市
史
の
背
景
を
知
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
五
巻
一
号
　
二
〇
＝
一
年
｝
月

は
　
じ
　
め
　
に

ア
メ
リ
カ
の
都
市
史
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
社
会
史
の
一
分
野
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
以
来
、
い
わ
ば
「
空
間
分
断
の
学
」
と
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し
て
発
展
し
て
き
た
。
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
サ
ム
・
バ
ス
・
ワ
ー
ナ
ー
置
の
『
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ー
の
郊
外
』
は
、
近
現
代
ア
メ
リ
カ
の
都
市
　
㎜



化
現
象
を
は
じ
め
て
包
括
的
に
検
討
し
た
記
念
碑
的
な
歴
史
研
究
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
す
で
に
、
都
市
史
の
主
た
る
論
点
が
、
都
市
な

る
「
空
間
」
の
歴
史
的
な
膨
張
と
内
的
な
分
画
化
に
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
書
は
、
従
来
の
生
産
と
消
費
、
労
働
現
場

と
住
宅
地
が
一
体
化
し
た
親
密
な
「
徒
歩
圏
の
都
市
」
が
、
二
〇
世
紀
転
換
期
に
お
こ
っ
た
交
通
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
契
機
と
し
て
、
急
激

な
外
延
的
拡
大
を
経
験
し
、
そ
れ
と
同
時
に
都
市
内
部
の
機
能
分
化
（
土
地
利
用
の
特
化
）
と
階
層
ご
と
の
住
み
分
け
が
進
行
し
た
と
論
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ワ
ー
ナ
ー
は
、
こ
の
過
程
の
帰
結
と
し
て
「
郊
外
」
と
い
う
周
縁
部
を
擁
す
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
誕
生
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
都
市
の
空
間
的
な
多
元
性
を
所
与
の
分
析
枠
組
み
と
す
る
研
究
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
サ
ー
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
の
数
量
史
学
が
牽
引
し
た
七
〇
年

代
の
「
新
し
い
都
市
史
」
に
も
色
濃
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
セ
ン
サ
ス
原
簿
な
ど
を
も
と
に
、
文
化
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
ご
と
の
職
能
階
梯

と
地
理
的
空
際
の
専
有
状
況
を
数
量
的
に
分
析
す
る
手
法
は
一
時
代
を
築
い
た
が
、
研
究
の
主
眼
は
、
ヘ
テ
ロ
な
都
市
の
内
部
構
造
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

人
口
配
置
と
そ
の
流
動
性
の
実
証
に
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
数
量
史
の
「
客
観
性
」
へ
の
信
頼
は
ほ
ど
な
く
薄
ら
い
で
い
く
。
「
新
し
い
都
市

史
」
の
多
く
は
、
セ
オ
ド
ア
・
ハ
ー
シ
ュ
バ
ー
グ
ら
か
ら
歴
史
的
な
都
市
形
成
過
程
を
軽
視
す
る
、
い
う
な
れ
ば
、
す
で
に
あ
る
「
都
市
で
の

歴
史
」
に
す
ぎ
な
い
と
の
批
判
を
受
け
た
。
ハ
ー
シ
ュ
バ
ー
グ
ら
は
、
特
定
の
環
境
と
人
間
行
動
の
関
係
性
を
問
い
直
す
、
「
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
の
都
市
」
の
歴
史
を
提
唱
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
一
九
八
○
年
代
、
九
〇
年
代
以
降
の
都
市
史
研
究
で
は
よ
り
文
化
的
、
政
治
的
な
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

面
に
注
目
が
集
ま
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
都
市
空
間
と
社
会
行
為
を
結
び
つ
け
る
研
究
視
座
は
、
都
市
内
部
の
分
裂
や
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
歴
史

に
新
し
い
意
味
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
都
市
計
画
と
郊
外
化
の
関
係
や
ボ
ス
政
治
家
と
改
革
者
の
対
立
と
い
っ
た
伝
統
的
な
論
題
に
つ

い
て
も
、
単
な
る
新
旧
都
市
勢
力
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市
内
部
の
特
定
空
間
の
奪
い
合
い
や
文
化
的
な
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
周
縁
の
抗
争
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
る
理
解
が
定
着
し
て
き
た
。
「
空
間
の
分
断
」
は
、
や
は
り
最
も
重
要
な
思
考
枠
組
な
の
で
あ
っ
た
。

　
む
し
ろ
総
体
と
し
て
の
「
都
市
」
を
問
題
に
し
た
議
論
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
流
の
公
共
文
化
論
を
援
用
し
た
近
年
の
研
究
群
に
見
出
せ
る
か

も
し
れ
な
い
。
一
九
世
紀
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
艮
主
的
「
市
民
文
化
」
の
創
出
を
描
い
た
ト
マ
ス
・
ベ
ン
ダ
ー
の
研
究
や
、
ブ
イ
リ
ッ
プ
・
エ
シ

ン
ト
ン
の
二
〇
世
紀
「
公
共
都
市
」
論
は
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
都
市
化
を
描
い
た
興
味
深
い
業
績
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
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こ
れ
ら
の
文
化
研
究
は
、
物
理
的
空
間
な
い
し
環
境
と
し
て
の
都
市
の
歴
史
を
論
じ
て
き
た
ワ
ー
ナ
ー
以
来
の
研
究
史
と
は
少
な
か
ら
ず
次
元

を
異
に
し
よ
う
。
元
来
、
歴
史
の
中
の
都
市
言
説
そ
れ
自
体
は
、
各
時
代
の
建
造
環
境
の
変
遷
を
考
察
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
重
要
性
を
持

つ
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
上
の
公
共
圏
分
析
に
は
そ
の
観
点
が
弱
い
。
少
な
く
と
も
二
〇
世
紀
初
頭
の
革
新
主
義
期
な
ど
に
は
、
あ
る
種
の
全

体
性
を
も
っ
た
「
都
市
意
識
」
が
広
く
共
有
さ
れ
、
多
様
な
都
市
環
境
論
や
都
市
計
薗
が
喧
伝
さ
れ
た
こ
と
を
史
実
は
示
す
が
、
そ
う
し
た
同

時
代
の
認
識
が
、
い
か
に
実
際
の
都
市
空
間
の
形
成
に
寄
与
し
、
我
々
の
都
市
を
見
る
目
を
左
右
し
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
は
十
分
遅
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
本
稿
は
こ
の
点
に
注
目
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
）
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
ベ
ン
ダ
ー
や
エ
シ
ン
ト
ン
の
研
究
自
体
も
「
分
断
」
の
影
か
ら
逃
れ
得
な
い
。
前
者
の
い
う
「
市
民
」
は
知
識
人
層
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
限
定
さ
れ
た
叙
述
で
あ
っ
た
し
、
後
者
の
「
公
共
」
は
利
益
集
団
化
し
た
都
市
住
民
の
多
元
的
な
統
治
を
想
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
加
え
て

言
え
ば
、
彼
ら
の
構
築
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
い
わ
ば
逆
説
的
に
マ
ス
タ
ー
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
の
都
市
論
へ
の
懐
疑
と
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
へ
の
注
目
を
促
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
事
実
、
一
九
九
〇
年
代
中
葉
以
降
、
都
市
か
ら
離
れ
た
分
散
的
郊
外
の
事
例
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
、
周
辺
的
な
課
題
を
扱
う
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
が
叢
生
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
都
市
住
民
の
領

域
的
な
教
区
生
活
や
、
事
実
上
の
人
種
隔
離
に
よ
る
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
独
自
性
を
強
調
す
る
研
究
が
多
く
産
み
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
に

可
視
化
さ
れ
た
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
共
同
体
は
、
ワ
ー
ナ
ー
等
が
想
定
し
た
都
市
中
心
部
か
ら
郊
外
へ
と
広
が
る
階
層
化
さ
れ
た
扇
状
図
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
る
い
は
同
心
円
図
上
の
空
間
分
画
を
、
晴
に
縦
断
・
細
分
し
、
今
日
さ
ら
に
複
雑
で
多
元
的
な
都
市
空
間
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
化
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
都
市
な
る
も
の
の
脱
構
築
は
、
都
市
内
部
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
へ
の
注
目
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
域
の
地
理
空
間
へ
の
関
心
を
惹

し
て
も
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ロ
ー
ノ
ン
の
研
究
は
、
一
九
世
紀
シ
カ
ゴ
の
発
展
を
、
「
大
西
部
」
と
い
う
地
方
（
N
Φ
ひ
q
δ
昌
）
の
独
特
な
自
然

環
境
と
広
大
な
農
業
地
帯
を
擁
す
る
産
業
構
造
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ブ
ー
ル
ゴ
ド
は
二
〇
世
紀
末
以
降
の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
シ
テ
ィ
」
の
前
史
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
シ
カ
ゴ
の
過
去
を
遡
り
、
北
米
の
都
市
形
成
と
経
済
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と
の
連
環
を

強
調
し
た
。
ま
た
、
ク
リ
ス
テ
イ
ン
・
ホ
ガ
ン
ソ
ン
は
、
｝
九
二
〇
年
代
に
至
る
ア
メ
リ
カ
の
都
市
消
費
文
化
が
、
国
際
的
な
文
物
の
流
通
や
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
様
式
・
流
行
の
受
容
に
依
拠
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
「
都
市
的
な
も
の
」
を
地
方
や
グ
ロ
ー
バ

ル
と
い
っ
た
広
域
の
歴
史
に
開
く
こ
と
は
、
右
に
見
た
都
市
史
研
究
の
細
分
化
傾
向
と
相
い
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ホ
ガ
ン
ソ
ン

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
文
化
論
は
、
重
要
な
調
査
対
象
と
し
て
大
都
市
の
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
注
目
し
、
そ
の
越
境
的
な
文
化
生
活
を
綿
密

に
考
察
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
都
市
を
「
含
む
」
広
域
の
歴
史
は
、
総
体
的
制
度
と
し
て
の
都
市
へ
の
関
心
の
低
さ
に
お
い
て
も
、
最
近

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
史
な
ど
と
共
通
す
る
。
し
ば
し
ば
、
都
市
と
外
部
世
界
を
分
か
つ
境
界
は
あ
い
ま
い
に
し
か
描
か
れ
ず
、
例
え
ば
、
都

市
自
治
と
国
民
国
家
の
政
治
文
化
と
の
関
係
と
い
っ
た
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
根
源
的
な
問
い
は
、
後
景
に
退
い
て
い
る
の
で
あ

⑧
る
。　

こ
の
よ
う
に
細
分
化
と
拡
散
に
向
か
う
ア
メ
リ
カ
都
市
研
究
の
傾
向
は
、
ひ
と
つ
の
負
の
側
面
と
し
て
、
一
般
的
な
歴
史
研
究
に
お
け
る
都

市
史
の
孤
立
化
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
歴
史
の
中
の
「
都
市
」
が
そ
の
輪
郭
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
史
や

社
会
思
想
史
と
の
接
合
点
を
見
え
づ
ら
く
し
、
そ
れ
ゆ
え
過
去
半
世
紀
の
都
市
史
研
究
が
発
見
し
た
豊
か
な
諸
事
例
を
、
特
定
の
歴
史
時
代
の

概
説
に
適
切
に
組
み
込
む
の
を
困
難
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
過
去
に
遍
在
す
る
都
市
と
は
何
か
、
都
市
環
境
と
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
言
説
を
等
閑
視
す
る
こ
と
は
、
都
市
史
研
究
自
身
の
歴
史
性
を
見
え
に
く
く
も
し
よ
う
。
都
市
に
ま
つ
わ
る
学
知
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
「
手
盛
の
分
断
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
研
究
実
践
上
の
「
習
慣
」
は
、
い
か
な
る
背
景
を
も
つ
も
の

な
の
か
、
そ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
う
え
で
も
、
各
時
代
の
都
市
住
民
が
獲
得
し
た
都
市
認
識
を
探
求
す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
闘
題
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
二
〇
世
紀
転
換
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
に
現
れ
た
多
様
な
都
市
改
革

の
運
動
と
言
説
を
再
検
討
し
た
い
。
も
と
よ
り
、
こ
の
時
期
の
都
市
改
革
史
は
決
し
て
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
九
六
〇

年
代
、
七
〇
年
代
に
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
革
新
主
義
政
治
史
の
一
分
野
と
し
て
関
心
を
集
め
て
き
た
。
特
に
当
時
の
研
究
で
は
、
中
産
階
級
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

奏
者
に
特
有
な
道
徳
観
に
関
す
る
分
析
が
多
く
な
さ
れ
た
が
、
小
論
で
は
、
む
し
ろ
同
時
代
の
都
市
認
識
が
い
か
に
物
理
的
「
環
境
」
と
し
て

の
都
市
と
結
び
つ
い
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
認
識
が
実
際
の
都
市
形
成
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
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を
進
め
た
い
。
具
体
的
に
は
、
①
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
が
主
導
し
た
貧
困
層
の
住
宅
改
革
、
②
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
な
る
大
規
模
都
市
計
画
、

③
第
　
次
大
戦
前
後
の
時
期
に
台
頭
す
る
シ
カ
ゴ
大
学
の
都
市
社
会
学
、
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
三
つ
の
異
な
る
系
譜
の
都
市
改
革
運
動
を

複
眼
的
に
捉
え
、
傭
轍
す
る
こ
と
で
こ
の
時
代
の
シ
カ
ゴ
謡
講
の
都
市
問
題
認
識
を
よ
り
一
般
的
に
把
握
す
る
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　
ま
た
、
叙
述
の
申
に
は
、
一
九
一
五
年
に
始
ま
る
ト
ン
プ
ソ
ン
市
長
時
代
の
シ
カ
ゴ
市
政
と
第
一
次
大
戦
期
の
国
家
動
員
と
い
う
権
力
政
治

の
展
開
を
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
稿
が
、
主
に
考
察
す
る
の
は
都
市
認
識
と
い
う
ひ
と
つ
の
社
会
構
築
物
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
構
成
す
る
歴
史
的
な
言
説
は
、
常
に
政
治
史
や
制
度
史
と
適
切
に
接
合
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
次
大
戦
前
後
の
権
力

政
治
は
、
都
市
空
聞
を
め
ぐ
る
公
的
な
語
り
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
、
そ
の
後
の
都
市
形
成
を
い
か
に
規
定
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
こ
の
局
面
で
、
都
市
の
全
体
性
を
担
保
し
た
「
都
市
意
識
」
は
退
行
し
、
人
々
は
無
数
の
都
市
コ
ン
フ
リ
ク
ト
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
革
新
主
義
期
の
思
考
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
都
市
秩
序
観
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
今
日
な
お
歴

史
学
者
の
都
市
観
を
呪
縛
す
る
「
分
断
」
の
契
機
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
問
い
も
小
論
の
問
題
関
心
に
含
ま
れ
よ
う
。

　
膨
張
す
る
空
間
と
し
て
の
近
現
代
都
布
、
こ
れ
を
持
続
可
能
で
統
合
的
な
環
境
に
保
ち
た
い
と
す
る
人
々
の
願
望
、
そ
し
て
あ
る
種
の
内
的

な
分
断
な
い
し
は
境
界
を
受
容
す
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
、
本
稿
は
、
こ
れ
ら
が
交
錯
す
る
過
程
に
二
〇
世
紀
都
市
史
の
大
き
な
歴
史
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
考
察
の
対
象
と
す
る
期
間
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
　
九
二
〇
年
代
ま
で
と
、
敢
え
て
長
く
と
り
、

ま
た
、
専
門
化
・
細
分
化
の
著
し
い
研
究
状
況
に
対
抗
す
る
意
味
も
込
め
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
概
説
的
な
叙
述
に
つ
と
め
た
い
。

①
ω
山
日
し
d
器
。
。
芝
㌶
器
眞
冒
込
壁
鴨
§
§
的
さ
ミ
身
§
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ミ
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第
一
章
　
衝
撃
都
市
シ
カ
ゴ

　
「
大
草
原
の
湖
沼
に
沈
み
そ
う
に
な
っ
て
も
が
い
て
い
た
一
つ
の
村
が
、
一
人
の
人
間
の
生
涯
の
記
憶
の
中
で
世
界
の
五
大
都
市
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
偉
大
な
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
に
ま
で
成
長
し
た
…
…
シ
カ
ゴ
は
神
か
ら
天
命
を
授
か
っ
た
都
市
な
の
で
あ
る
」
（
『
一
九
〇
八
年
シ
カ
ゴ
港
湾
委

　
　
　
①

員
会
報
告
』
）
。
地
理
学
者
J
・
ポ
ー
ル
・
グ
ー
ド
が
記
し
た
こ
の
言
葉
を
参
照
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
都
市
史
家
エ
イ
サ
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
は
、

シ
カ
ゴ
を
一
九
世
紀
末
の
「
衝
撃
都
市
」
（
ω
ぎ
警
。
芽
）
で
あ
っ
た
と
評
し
た
。
ブ
リ
ッ
グ
ス
の
い
う
衝
撃
都
市
と
は
、

激
な
工
業
化
を
背
景
に
短
期
間
で
激
烈
な
膨
張
を
経
験
し
た
都
市
空
聞
を
指
し
、
一
八
四
〇
年
代
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、

一
九
世
紀
以
降
の
急

一
九
三
〇
年
代
の
ロ
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②

ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。

　
実
際
、
シ
カ
ゴ
の
成
長
の
歴
史
は
瞠
目
に
値
す
る
。
一
八
三
七
年
の
市
制
施
行
後
間
も
な
い
一
八
四
〇
年
に
、
人
口
わ
ず
か
四
四
七
〇
入
で

あ
っ
た
シ
カ
ゴ
は
、
三
〇
年
後
の
一
八
七
〇
年
に
は
三
五
平
方
マ
イ
ル
の
市
域
に
三
二
万
五
千
人
が
暮
ら
す
中
西
部
随
一
の
都
市
と
な
っ
て
い

た
。
翌
一
八
七
一
年
に
は
、
＝
万
二
千
人
が
家
屋
を
失
う
大
火
災
（
「
シ
カ
ゴ
の
大
火
漏
）
を
経
験
す
る
も
、
続
く
数
十
年
間
に
そ
の
膨
張
は
さ

ら
に
加
速
す
る
。
一
八
八
九
年
に
大
規
模
な
周
辺
自
治
体
の
合
併
を
へ
て
、
　
九
〇
〇
年
に
は
、
一
八
五
平
方
マ
イ
ル
の
市
域
と
一
七
〇
万
人

の
居
住
者
を
擁
す
る
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
巨
大
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
ま
で
に
、
シ
カ
ゴ
は
五
大
湖
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
水
系
を
結

ぶ
水
運
と
中
西
部
鉄
道
網
の
ハ
ブ
と
し
て
交
通
・
輸
送
の
要
衝
を
占
め
、
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
た
市
中
心
部
は
全
米
有
数
の
金
融
・
商
業
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
た
。
市
内
に
は
ル
ー
プ
直
近
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に
被
服
産
業
や
農
業
機
械
工
業
が
、
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
に
は
全
米
の
精
肉
販
売
額

の
九
割
を
占
め
た
食
肉
加
工
工
場
群
（
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
が
、
さ
ら
に
ル
ー
プ
か
ら
南
東
に
一
〇
マ
イ
ル
離
れ
た
サ
ウ
ス
・
シ
カ
ゴ
地
区
に
は

世
界
屈
指
の
製
鉄
・
鉄
鋼
業
が
展
開
し
、
周
辺
の
農
村
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
大
量
の
労
働
力
を
引
き
寄
せ
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
の
自

治
体
と
し
て
の
領
域
拡
大
は
、
郊
外
の
造
成
が
お
お
よ
そ
完
了
し
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
点
で
ほ
ぼ
終
わ
る
が
、
人
口
は
そ
の
後
も
さ
ら
に
増

え
続
け
、
一
九
一
〇
年
に
一
二
八
万
人
、
一
九
二
〇
年
に
二
七
〇
万
人
、
一
九
三
〇
年
に
は
三
三
八
万
人
に
達
す
る
。
そ
の
短
期
間
の
発
展
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
さ
に
「
衝
撃
」
と
い
う
に
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
衝
撃
都
市
と
は
、
あ
く
ま
で
後
代
の
歴
史
家
が
用
い
た
ひ
と
つ
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
呼
称
は
同
時
代
の
観
察
者

が
都
市
を
前
に
し
て
抱
い
た
尋
常
な
ら
ざ
る
興
奮
や
、
成
長
と
退
廃
、
希
望
と
不
安
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
傑
き
の
感
情
を
見
事
に
言
い
表
し

て
い
る
。
一
面
で
は
、
世
紀
転
換
期
の
シ
カ
ゴ
は
、
進
歩
と
豊
か
さ
を
体
現
し
た
約
束
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
物
質
文
明
の
極
致
で
あ
り
、

「
欠
乏
」
と
い
う
人
類
史
の
常
態
を
克
服
し
た
夢
の
空
間
、
前
出
の
グ
ー
ド
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
天
命
の
都
」
な
の
だ
っ
た
。
だ
が
も
う
一

面
で
、
都
市
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
人
口
過
密
や
未
知
の
環
境
汚
染
ゆ
え
に
、
無
秩
序
と
道
徳
的
堕
落
の
温
床
と
も
見
ら
れ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
社
会
福
音
主
義
者
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ス
ト
ロ
ン
グ
な
ど
は
、
「
ア
メ
リ
カ
の
都
市
は
、
ま
す
ま
す
国
家
と
国
民
に
と
っ
て
の
脅
威
に

215 （215）



な
り
つ
つ
あ
る
」
と
書
き
、
シ
カ
ゴ
の
よ
う
な
近
代
都
市
を
ア
メ
リ
カ
的
価
値
と
そ
れ
が
支
え
る
国
民
共
同
体
か
ら
逸
脱
し
た
存
在
と
し
て
警

　
　
④

戒
し
た
。

　
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
万
博
に
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ド
も
ま
た
、
翌
年
刊
行
の
『
も
し
キ
リ
ス

ト
が
シ
カ
ゴ
に
や
っ
て
来
た
な
ら
ば
』
で
、
彼
が
受
け
た
「
衝
撃
」
を
記
し
て
い
た
。
ス
テ
ィ
ー
ド
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
た
壮

麗
な
万
博
会
場
の
建
築
群
に
感
銘
を
受
け
、
シ
カ
ゴ
の
未
来
に
近
代
都
市
の
理
想
を
兇
た
。
だ
が
同
時
に
、
市
内
に
広
が
る
剥
き
出
し
の
貧
困

と
悪
徳
、
不
衛
生
に
驚
愕
し
、
シ
カ
ゴ
の
現
状
を
「
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
」
に
な
ぞ
ら
え
て
告
発
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ド
が
見
た
の
は
、
実
の

と
こ
ろ
二
つ
の
異
な
る
シ
カ
ゴ
で
あ
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
地
区
の
ル
ー
プ
で
は
、
早
く
も
九
〇
年
代
前
半
ま
で
に
街
灯
と
公
共
交
通
機
関
（
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ー
）
の
電
化
が
進
み
、
清
廉
な
空
気
の
中
に
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
モ
ダ
ン
な
景
観
が
立
ち
現
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ル
ー
プ
で
事
業

を
営
む
中
産
階
級
の
通
勤
圏
に
緑
豊
か
な
郊
外
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
や
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
の
工
場
に

隣
接
し
た
労
働
者
居
住
区
は
、
常
に
厚
い
煤
煙
で
薄
暗
く
、
上
下
水
道
の
整
備
は
お
ろ
か
ゴ
ミ
の
収
集
・
処
理
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
。
階
級
分
離
に
も
と
つ
く
都
市
空
間
の
一
一
分
化
は
、
一
九
世
紀
「
衝
撃
都
市
」
の
特
色
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
ス
テ
ィ
ー
ド
が
抱
い
た
堕
落
と
腐
敗
、
暴
力
と
分
裂
の
予
感
は
、
ア
メ
リ
カ
人
リ
ベ
ラ
ル
に
も
共
有
さ
れ
た
。
マ
ク
レ
イ
カ
ー
（
暴
露
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
と
し
て
名
高
い
リ
ン
カ
ン
・
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
は
一
九
〇
二
年
の
著
書
『
都
市
の
恥
辱
隔
で
、
シ
カ
ゴ
に
つ
い
て
「
暴
力
と
深

い
汚
毒
、
騒
音
と
無
法
、
醜
態
、
悪
臭
」
が
特
徴
づ
け
る
と
書
き
、
各
ワ
ー
ド
（
選
挙
区
）
を
小
国
家
の
よ
う
に
支
配
す
る
ボ
ス
政
治
家
が
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
を
助
長
し
て
い
る
と
し
て
、
市
政
の
非
効
率
を
も
痛
烈
に
批
判
し
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
は
「
過
密
」
に
代
表
さ
れ
る

都
市
環
境
の
「
衝
繋
的
」
変
化
と
、
売
春
や
賄
賂
・
談
合
な
ど
の
悪
徳
の
蔓
延
を
結
び
つ
け
て
思
考
す
る
こ
と
が
多
く
、
都
市
改
革
は
し
ば
し

ば
、
緑
地
と
公
園
の
系
統
的
な
建
設
や
住
宅
建
築
基
準
の
策
定
と
い
っ
た
、
公
的
・
私
的
空
弾
の
規
制
・
改
良
を
指
向
し
た
。
そ
の
意
味
で
改

革
者
の
多
く
は
き
わ
め
て
能
動
的
な
環
境
主
義
者
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
環
境
へ
の
関
心
は
常
に
道
徳
の
み
に
還
元
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

彼
ら
の
環
境
主
義
は
現
代
的
な
公
衆
衛
生
や
医
療
の
観
点
を
含
み
持
ち
、
さ
ら
に
、
公
衆
衛
生
と
市
民
性
が
結
合
す
る
二
〇
世
紀
的
状
況
下
に
、
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衝撃都市からゾーン都市へ（中野）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

人
種
主
義
や
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
呼
び
込
む
場
合
す
ら
あ
っ
た
。
先
に
引
い
た
J
・
ス
ト
ロ
ン
グ
の
著
作
も
、
台
頭
す
る
二
〇
世
紀

ア
メ
リ
カ
国
民
国
家
の
文
脈
か
ら
都
市
の
害
悪
を
難
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
こ
の
都
市
的
空
間
を
め
ぐ
る
改
良
に
お
い
て

は
、
物
質
的
な
環
境
改
善
と
道
徳
の
浄
化
、
医
療
・
公
衆
衛
生
、
ア
メ
リ
カ
化
と
い
っ
た
問
題
群
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ら
都
市
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
環
境
主
義
の
諸
潮
流
が
、
い
わ
ば
渾
然
一
体
と
な
っ
て
あ
る
種
の
規
範
に
結
晶
し
て
い
く
展
開
は
、

の
ち
に
第
　
次
大
戦
期
の
陸
軍
が
実
施
し
た
訓
練
基
地
・
兵
舎
の
計
画
的
建
設
や
性
病
予
防
運
動
な
ど
に
も
看
取
さ
れ
よ
う
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
環
境
意
識
の
観
念
的
な
包
括
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
紀
転
換
期
の
都
市
改
革
運
動
は
常
に
具
体
的
か
つ
実
現
可
能

な
矯
正
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
革
新
主
義
に
お
い
て
は
、
移
民
や
貧
困
層
が
暮
ら
す
「
ス
ラ
ム
」
の
存
在
こ
そ
が
、
当
面
、

最
大
の
都
市
問
題
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
（
凶
器
〉
創
匿
B
の
）
に
率
い
ら
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
や
リ

ベ
ラ
ル
な
慈
善
団
体
の
活
動
家
が
、
繰
り
返
し
ス
ラ
ム
の
住
環
境
を
調
査
し
、
特
に
テ
ナ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た
低
劣
な
集
合
住
宅
の
改
善
に
尽

力
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
そ
の
都
市
空
間
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
「
二
分
化
」
を
容
認
し
た
前
世
代
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
的
都
市
エ
リ
ー
ト
と
決

別
し
、
新
し
い
包
摂
的
な
都
市
意
識
の
形
成
を
構
想
す
る
で
あ
ろ
う
。

①
旨
、
窓
巳
O
。
＆
ρ
冨
鴨
肉
愚
ミ
ミ
。
導
帖
9
目
蔭
。
ミ
さ
ミ
9
ミ
ミ
偽
§
『

　
嫡
ミ
b
塁
戴
愚
ミ
§
㌧
猷
O
ミ
ミ
蕊
＼
町
ミ
㌔
o
謎
（
〇
三
8
ゆ
q
o
．
お
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O
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）
鳥
N

②
〉
紹
じ
d
躇
α
q
。
。
’
ミ
q
ミ
、
§
O
帖
欺
8
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一
〇
①
ω
一
　
じ
σ
①
桟
汀
Φ
一
①
く
胃
｝
Φ
㊤
ω
）
覇
①
．

③
歴
史
的
な
シ
カ
ゴ
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
は
、
Ω
紹
。
h
O
郎
。
轟
ρ

　
U
①
9
訴
ヨ
Φ
暮
o
h
U
Φ
く
巴
8
ヨ
の
馨
讐
血
℃
｝
磐
賢
ぎ
斡
↓
註
㌔
帖
魯
む
駄
O
ミ
。
お
『

　
藝
。
碁
山
州
§
職
§
o
き
ミ
竃
b
口
鳴
ミ
鴨
層
O
§
恥
器
b
額
ミ
寒
ぎ
誌
喧
執

　
し
層
。
こ
N
殉
き
越
蔚
鳶
鱒
。
審
§
栽
沁
§
魯
N
G
◎
恥
N
∴
℃
ミ
（
搭
“
①
）
を
参
照
の
こ
と
。

　
シ
カ
ゴ
市
史
全
般
に
つ
い
て
は
、
顕
。
。
居
0
6
ζ
．
ζ
錠
興
き
②
国
。
冨
「
働
ρ
を
践
ρ

　
O
ミ
6
§
”
O
こ
ミ
桑
弓
勘
さ
㌣
9
ミ
一
肩
（
〇
三
8
ゆ
Q
ρ
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O
①
㊤
）
を
見
よ
。

④
寓
母
。
臨
い
匹
亀
戸
の
ぎ
幕
O
ミ
鴇
　
§
鴨
肉
ミ
蔑
ミ
§
鴨
謡
ミ
↓
ミ
篭
魯
ミ
ミ
、
§

　
§
ミ
肉
さ
、
ミ
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さ
ミ
ぎ
§
、
霜
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ミ
O
ミ
q
§
（
O
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B
磯
9
卜
。
0
8
）
…
し
σ
2
2

　
＄
腎
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さ
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鴨
晦
」
Q
。
り
こ
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q
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冨
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。
宥
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瞬
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Q
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駄
、
ぎ
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魯
（
冥
Φ
ミ

　
属
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葺
レ
8
刈
）
．
㎝
①
．

⑤
≦
羨
p
日
β
ω
8
巴
噂
幅
9
適
吻
、
○
§
鳴
智
6
ミ
ら
轟
ミ
（
9
剛
8
0
q
o
レ
。
。
潔
）
　

　
ζ
躇
興
鶏
巳
超
黛
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◎
ρ
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ミ
蔦
悉
．
o
げ
8
げ
ρ
野
〉
寓
白
轟
ぎ
O
■
≧
図
皆
O
ミ
ら
§
’

　
一
8
山
0
9

⑥
賦
g
o
ヨ
Q
り
8
浮
う
ω
．
§
巨
多
§
罵
駄
§
G
ミ
題
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6
8
一
謬
≦
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誉

　
一
8
e
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卜
。
。
。
命

⑦
ゆ
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畜
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§
さ
物
総
窪
窪
鋤
同
m
q
費
簿
Ω
舘
げ
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O
亀
鑑
》
ミ
ミ
賊
ら
§
b
ミ
§
登

　
ム
顛
曜
ミ
遂
ミ
ミ
鳩
ミ
O
§
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安
詮
曽
§
ミ
き
N
へ
尋
お
沁
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＼
ミ
§
Q
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轟
斜
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c
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ぼ
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第
二
章
　
ス
ラ
ム
の
改
良
と
都
市
意
識
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（
こ
　
テ
ナ
メ
ン
ト
改
革

　
シ
カ
ゴ
の
ス
ラ
ム
住
環
境
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
、
二
〇
世
紀
転
換
期
以
降
の
革
新
主
義
の
社
会
統
制
運
動
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
中
産
階
級
の
共
和
主
義
的
な
政
治
文
化
や
特
権
的
な
エ
リ
ー
ト
意
識
と
、
革
新
主
義
者
の
「
社
会
的
な

も
の
」
へ
の
よ
り
強
い
関
心
と
を
区
別
し
て
考
え
る
通
説
的
な
都
市
改
革
史
の
研
究
枠
組
み
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、
最
新
の
業
績
の
中
に
は
、

ス
ラ
ム
問
題
　
　
特
に
テ
ナ
メ
ン
ト
改
革
の
起
源
を
、
や
や
長
く
遡
っ
て
一
九
世
紀
後
半
の
公
衆
衛
生
論
に
見
出
す
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

二
〇
〇
五
年
半
刊
行
さ
れ
た
二
篇
の
著
作
、
プ
ラ
ッ
ト
と
ガ
ー
ブ
の
分
析
は
、
両
者
と
も
シ
カ
ゴ
で
は
一
八
八
○
年
代
ま
で
に
水
質
汚
濁
と
大

気
汚
染
、
そ
し
て
伝
染
病
の
流
行
が
、
工
業
都
市
特
有
の
「
都
市
問
題
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
際
、
ル
ー
プ
に
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
テ
ナ
メ
ン
ト
群
が
公
衆
衛
生
の
脅
威
、
疫
病
の
温
床
と
し
て
指
弾
さ
れ
た
こ
と
を
特
記
し
て
い
た
。
す
で
に
都
市
中
心

部
の
環
境
悪
化
は
広
く
認
知
さ
れ
、
田
園
の
住
環
境
と
徳
育
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
中
産
階
級
の
中
に
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
や
オ
ー
ク
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ク
の
よ
う
な
郊
外
に
「
脱
出
」
す
る
も
の
が
現
れ
て
い
た
。
テ
ナ
メ
ン
ト
問
題
の
「
発
見
」
は
、
そ
う
し
た
一
九
世
紀
的
な
「
領
域
の
分
離
」

と
機
を
一
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
深
い
階
級
的
含
意
と
都
市
空
間
の
分
裂
を
伴
う
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
～
方
で
、
こ
の
問
題
は
、

近
代
都
市
に
お
け
る
新
し
い
公
共
観
と
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
育
む
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
公
衆
衛
生
は
そ
う
し
た
展
開
を
促
す
キ
i
概
念

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　
シ
カ
ゴ
市
の
衛
生
事
業
の
開
始
は
早
い
。
一
九
世
紀
中
葉
に
数
次
の
コ
レ
ラ
流
行
を
経
験
し
た
同
市
は
、
一
八
六
七
年
に
は
常
設
の
保
健
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
。
一
八
七
一
年
、
シ
カ
ゴ
大
火
の
被
災
者
に
新
鮮
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
事
業
を
手
掛
け
た
こ
と
か
ら
、
保
健
行
政
は

発
展
し
、
一
八
八
○
年
代
に
は
、
オ
ス
カ
ー
・
デ
ウ
ル
フ
（
○
。
。
∩
錠
U
Φ
芝
。
5
保
健
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
も
と
で
さ
ら
に
近
代
化
が
進
ん
だ
。
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デ
ウ
ル
フ
は
テ
ナ
メ
ン
ト
の
衛
生
検
査
に
積
極
的
で
、
五
名
程
度
で
あ
っ
た
専
門
の
検
査
官
を
五
〇
名
規
模
に
ま
で
増
員
し
た
。
そ
も
そ
も
テ

ナ
メ
ン
ト
検
査
は
一
定
の
私
権
の
制
限
を
伴
う
自
治
体
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
の
拡
張
を
意
味
す
る
。
元
来
、
テ
ナ
メ
ン
ト
の
建
物
は
家
主
の
私
有
財

産
で
あ
り
、
そ
の
居
住
空
間
に
は
借
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
健
行
政
の
拡
大
が
可
能

に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
を
公
益
の
観
点
か
ら
支
援
す
る
世
論
の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
は
こ
の
公
益
理
解
を
「
環
境
正

義
」
と
指
称
す
る
。
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
平
等
な
分
配
を
柱
と
す
る
公
正
概
念
は
、
　
九
世
紀
都
市
エ
リ
ー
ト
の
間
に
広
く
支
持
を
集
め
た
と
い

③、
つ
G

　
都
市
改
革
者
の
住
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
、
世
紀
転
換
期
が
近
づ
く
と
、
別
次
元
へ
の
高
ま
り
を
見
せ
る
。
テ
ナ
メ
ン
ト
の
過
密
と
不
衛
生

を
借
主
の
怠
惰
や
依
存
性
に
帰
し
て
こ
れ
を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
建
造
物
の
物
理
的
改
善
が
住
民
資
質
の
改
良
に
つ
な
が
る
と
の

信
念
か
ら
、
こ
れ
に
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
姿
勢
が
現
れ
て
く
る
。
ひ
と
つ
の
転
機
は
細
菌
学
の
誕
生
で
あ
ろ
う
。
デ
ウ
ル
フ
保
健
局
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
ロ
つ
き

の
一
八
八
三
年
に
コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
療
気
や
汚
薇
を
疫
病
の
原
因
と
見
な
し
て
き
た
公
衆
衛
生

観
に
大
き
な
変
更
を
迫
っ
た
。
病
原
体
が
伝
染
病
の
流
行
を
引
き
起
こ
す
以
上
、
ス
ラ
ム
と
顕
離
を
置
く
だ
け
の
領
域
分
離
論
で
は
、
市
民
の

安
全
は
保
た
れ
な
い
。
細
菌
の
繁
殖
を
前
に
、
都
市
空
間
の
観
念
的
な
分
割
は
意
味
を
失
う
。
ス
ラ
ム
を
含
め
て
都
市
は
ひ
と
つ
の
運
命
共
同

　
　
　
　
　
④

体
な
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
、
細
菌
の
発
生
源
と
み
ら
れ
る
地
区
の
住
宅
問
題
や
社
会
生
活
に
医
療
の
メ
タ
フ
ァ
ー
か
ら
専
門
主
義
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
言
説
や
、
自
ら
ス
ラ
ム
内
部
に
深
く
入
り
そ
の
改
善
に
能
動
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
新
世
代
の
環
境
主
義
が
誕
生
す
る
。

　
そ
う
し
た
能
動
的
な
環
境
主
義
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
一
八
八
九
年
に
」
・
ア
ダ
ム
ズ
ら
に
よ
っ
て
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に
創
設
さ
れ
た
、

ア
メ
リ
カ
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
だ
っ
た
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
は
、
小
帯
の
移
民
、
労
働
者
地
区
に
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
常
駐
す
る
慈
善
活
動
で
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
「
貧
困
の
発
見
」
i
す
な
わ
ち
貧
困
を
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

道
徳
で
は
な
く
社
会
構
造
の
問
題
と
見
る
立
場
i
に
呼
応
し
て
全
米
の
都
市
に
広
が
っ
た
。
政
治
史
家
ボ
イ
ヤ
ー
は
、
革
新
主
義
者
を
「
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
」
な
環
境
改
善
論
者
と
抑
圧
的
な
社
会
統
制
派
（
反
酒
場
、
売
春
防
止
な
ど
）
に
二
分
し
て
捉
え
、
前
者
の
代
表
と
し
て
ハ
ル
ハ
ウ
ス
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⑥

の
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
小
論
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
分
類
が
妥
当
だ
と
は
考
え
な
い
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
テ
ナ
メ
ン
ト
改

革
も
ま
た
、
移
民
や
労
働
者
の
近
隣
生
活
に
独
善
的
な
価
値
観
を
押
し
付
け
る
抑
圧
的
な
面
が
あ
っ
た
。
筆
者
が
こ
れ
を
能
動
的
な
環
境
主
義

と
呼
ぶ
の
は
、
ア
ダ
ム
ズ
等
の
ス
ラ
ム
的
状
況
へ
の
直
接
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
、
自
然
回
帰
や
田
園
生
活
へ
の
あ
こ
が
れ
が
特
徴
づ
け
た

一
九
世
紀
中
産
階
級
の
消
極
的
な
環
境
主
義
や
領
域
分
離
論
と
対
比
す
る
視
点
に
よ
る
。
む
し
ろ
、
都
市
改
革
史
に
お
い
て
よ
り
細
か
い
概
念

整
理
が
必
要
な
の
は
、
こ
こ
で
い
う
革
新
主
義
の
能
動
的
な
環
境
運
動
か
ら
、
第
一
次
大
戦
期
を
境
に
よ
り
専
門
技
術
的
な
学
識
者
・
テ
ク
ノ

ク
ラ
ー
ト
の
世
代
が
台
頭
す
る
事
実
に
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
再
び
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
は
、
開
設
当
初
よ
り
近
隣
の
ス
ラ
ム
の
住
環
境
に
特
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。
早
く
も
一
八
九
三
年
に
は
、
レ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ゲ
ン
ト
達
の
戸
別
訪
問
を
も
と
に
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
詳
細
な
住
宅
地
図
を
作
製
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ハ
ル
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
〇

〇
年
に
は
、
都
市
住
宅
協
会
（
○
一
け
《
　
頃
O
h
P
①
　
〉
ω
ω
O
O
一
9
け
一
〇
口
…
○
霞
〉
）
と
い
う
住
環
境
改
善
団
体
を
立
ち
上
げ
、
四
万
三
千
人
の
住
民
を
対
象
と
す

る
大
規
模
な
住
宅
調
査
を
市
内
の
移
民
・
労
働
者
地
区
で
実
施
し
た
。
調
査
員
は
、
個
別
の
テ
ナ
メ
ン
ト
へ
直
接
立
ち
入
り
、
過
密
の
度
合
い

や
室
内
へ
の
採
光
、
換
気
、
排
水
設
備
等
、
住
宅
の
物
質
的
条
件
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
っ
た
。
翌
一
九
〇
一
年
、
C
H
A
は
ハ
ル
ハ
ウ
ス
の

レ
ジ
デ
ン
ト
で
貧
困
問
題
の
専
門
家
、
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
ン
タ
ー
（
菊
O
σ
Φ
民
け
　
瓢
⊆
鵠
什
Φ
「
）
を
中
心
に
報
告
書
『
シ
カ
ゴ
の
テ
ナ
メ
ン
ト
状
況
』
を
刊

行
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
調
査
の
背
景
に
は
、
「
第
九
区
、
第
一
九
区
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
地
区
」
、
「
第
＝
ハ
区
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

地
区
」
、
「
第
一
〇
区
の
ボ
ヘ
ミ
ア
人
地
区
」
と
名
指
し
さ
れ
、
恣
意
的
に
選
ば
れ
た
調
査
対
象
地
の
住
民
が
深
い
貧
困
を
抱
え
て
い
る
と
い
う

　
　
　
　
　
⑧

前
提
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
同
報
告
書
の
叙
述
は
、
　
貫
し
た
環
境
決
定
論
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ス
ラ
ム
住
民
に
と
り
つ
い
た
貧

困
の
影
は
、
常
に
住
居
の
物
質
的
環
境
と
つ
な
げ
て
描
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
常
な
ら
ざ
る
病
、
死
、
貧
困
、
放
縦
、
犯
罪
は
い
つ
も

劣
悪
な
住
環
境
と
結
び
つ
い
て
い
る
…
…
過
密
状
態
、
汚
れ
た
空
気
、
暗
い
室
内
、
不
衛
生
な
家
屋
は
…
…
競
争
的
闘
争
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
と
な
り
、
多
く
の
家
庭
を
辛
く
堕
落
的
な
公
共
慈
善
へ
の
依
存
に
引
き
ず
り
込
む
…
…
そ
れ
（
テ
ナ
メ
ン
ト
）
が
独
立
心
を
破
壊
す
る
の
で

あ
る
…
…
荒
廃
し
、
健
全
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
何
も
な
く
、
汚
れ
、
過
密
状
態
に
あ
る
テ
ナ
メ
ン
ト
の
申
で
、
貧
者
と
物
乞
い
が
生
ま
れ
る
の
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⑨

だ
」
と
。
こ
こ
に
、
都
市
の
私
的
空
事
の
過
密
化
と
病
理
、
悪
徳
、
そ
し
て
貧
困
を
不
可
分
の
も
の
と
す
る
心
性
を
見
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。

　
C
H
A
の
ス
ラ
ム
調
査
は
報
告
書
公
表
の
直
後
の
　
九
〇
二
年
冬
、
シ
カ
ゴ
の
広
域
で
腸
チ
フ
ス
が
大
流
行
し
た
と
い
う
偶
然
も
手
伝
っ
て
、

大
き
な
政
治
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
。
同
年
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
た
市
テ
ナ
メ
ン
ト
条
例
案
が
圧
倒
的
多
数
の
支
持
（
四

七
対
七
）
を
得
て
市
議
会
を
通
過
し
た
。
一
九
〇
二
年
条
例
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
一
囲
世
帯
以
上
が
住
む
全
集
合
住
宅
を
対
象
と

し
て
、
室
内
の
明
度
、
換
気
、
衛
生
状
態
を
規
制
す
る
一
息
部
屋
に
最
低
ひ
と
つ
は
窓
が
あ
る
こ
と
、
②
水
道
設
備
、
シ
ン
ク
、
配
管
の
設

置
基
準
を
明
確
化
す
る
、
③
屋
外
簡
易
便
所
を
禁
止
す
る
。
こ
の
条
例
は
、
市
政
府
の
ポ
リ
ス
パ
ワ
ー
を
拡
張
し
て
、
私
的
な
建
造
物
の
内
部

環
境
を
徹
底
し
た
監
視
下
に
置
く
と
い
う
意
味
で
画
期
的
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
｝
九
〇
二
年
条
例
で
は
、
旧
い
猟
官
制
で
選
任
さ
れ
る
保
健
局

コ
ッ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
、
検
査
実
務
に
依
然
と
し
て
大
き
な
裁
量
権
限
を
保
持
し
、
ま
た
、
規
制
の
対
象
が
新
築
物
件
の
み
で
あ
っ
た
た
め
に

直
近
の
効
果
は
疑
わ
し
か
っ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
ら
は
こ
の
あ
と
、
保
健
行
政
人
事
を
め
ぐ
る
政
治
を
闘
う
と
と
も
に
、
下
宿
人
の
排
除
な
ど
居
住

習
慣
の
改
善
運
動
に
力
を
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
こ
と
が
、
テ
ナ
メ
ン
ト
住
民
の
家
族
文
化
と
貧
困
や
悪
徳
を
結
び
つ
け
る
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

険
な
ロ
ジ
ッ
ク
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
二
）
　
都
　
市
　
意
　
識

衝撃都市からゾーン都市へ（中野）

　
こ
の
よ
う
に
ス
ラ
ム
と
い
う
、
中
産
階
級
に
と
っ
て
い
わ
ば
他
者
の
空
間
に
も
能
動
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
ょ
う
と
す
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
改
革

者
は
、
都
市
を
統
合
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
有
機
体
と
し
て
見
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
旧
世
代
の
エ
リ
ー
ト
の
都
市
観
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。

と
は
い
え
、
実
際
の
運
動
の
中
で
は
新
旧
の
多
様
な
改
革
潮
流
が
混
在
し
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
と
も
関
係
の

深
か
っ
た
、
新
世
代
の
民
間
慈
善
団
体
で
あ
る
シ
カ
ゴ
慈
善
局
（
O
げ
一
〇
鋤
ひ
q
O
　
G
d
信
吋
Φ
Q
鋸
　
O
暁
　
0
］
P
鋤
『
一
δ
一
Φ
ω
一
　
〇
b
σ
○
）
は
、
『
協
働
（
臣
Φ
○
。
8
①
憲
低
8
二

と
い
う
機
関
紙
を
発
行
し
た
が
、
こ
の
中
で
定
期
的
に
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
論
点
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
．
住
環
境

（
テ
ナ
メ
ン
ト
規
制
、
市
営
の
単
身
者
宿
泊
施
設
）
、
二
．
少
年
非
行
（
保
護
観
察
、
少
年
裁
判
制
度
）
、
三
．
社
会
福
祉
（
貧
困
撲
滅
、
寡
婦
年
金
、
児
童
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⑬

労
働
禁
止
）
、
四
．
公
衆
衛
生
（
結
核
撲
滅
、
遺
伝
学
）
、
五
．
公
園
増
設
、
児
童
の
屋
外
活
動
、
夏
期
林
間
学
校
。
現
代
的
な
公
衆
衛
生
や
公
共

空
間
の
社
会
化
の
要
求
、
あ
る
い
は
福
祉
国
家
時
代
を
先
取
り
し
た
社
会
政
策
が
目
を
引
く
が
、
一
方
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
中
産
階
級
に
特

有
の
自
然
回
帰
願
望
の
島
津
と
見
え
る
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
旧
世
代
エ
リ
ー
ト
が
自
ら
都
市
の
害
悪
の
及
ば
ぬ
リ
ス
ペ
ク
タ
プ
ル
な
郊
外
へ

消
極
的
に
退
避
し
、
結
果
と
し
て
都
市
空
間
の
階
級
的
分
断
を
容
認
し
た
と
す
る
と
、
一
一
〇
世
紀
の
改
革
者
は
む
し
ろ
そ
の
分
裂
こ
そ
を
克
服

す
べ
き
も
の
と
み
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
は
衝
撃
都
市
が
生
ん
だ
、
社
会
の
二
分
越
を
特
に
深
く
懸
念
し
て
い
た
。
ア
ダ
ム
ズ
は
「
他
の
半
分
の

人
々
の
（
貧
し
い
）
生
活
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
最
も
大
切
な
こ
と
か
ら
目
を
そ
む
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
敢
え

て
都
市
中
枢
の
ス
ラ
ム
に
居
を
構
え
、
貧
困
層
と
共
に
暮
ら
す
道
を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
。
そ
の
究
極
の
目
標
は
、
分
裂
し
た
都
市
住
人
の
問
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
橋
を
か
け
」
、
「
人
類
の
絆
」
を
再
建
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
統
合
と
包
摂
の
議
論
は
、
シ
カ
ゴ
以
外
の
都
市
改
革
者
に
も
広
く
共
有

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
C
・
ハ
ウ
（
寄
。
脅
旨
○
田
。
≦
①
）
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
書
い
た
｝
連
の
論
文
の
中
で
、

「
共
通
の
福
祉
の
た
め
に
闘
い
、
共
通
の
苦
悩
を
受
け
入
れ
る
…
…
都
市
意
識
（
o
ξ
0
8
ω
9
0
器
器
ω
ω
）
」
の
形
成
を
論
じ
、
「
社
会
化
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
と
し
て
の
都
市
」
こ
そ
が
、
真
の
民
主
主
義
が
実
践
で
き
る
場
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ハ
ウ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
中
に
は
、
国
家
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
自
立
し
た
地
方
政
体
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
自
治
的
性
格
は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
と
の
思
い
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

　
だ
が
、
そ
の
　
方
で
都
市
社
会
の
統
合
は
、
聴
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
言
葉
で
語
ら
れ
も
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
都
市
改
革
者
が
矯
正
と
包
摂

の
対
象
と
見
た
ス
ラ
ム
住
民
は
多
く
の
場
合
、
外
国
か
ら
の
移
民
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
に
見
苦
し
く
な
い
環
境
を
与
え
よ
う
・

と
す
る
努
力
は
、
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
カ
化
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
改
革
者
に
と
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
都
市
問
題
の
多
く
は
「
外
国
人
問

題
」
な
の
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
九
一
〇
年
当
時
の
シ
カ
ゴ
で
は
総
人
口
二
一
九
万
人
の
三
五
・
九
％
が
外
国
生
ま
れ
で
、
一
一
世
世
代
を
含

め
る
と
そ
の
数
は
＝
ハ
九
万
人
（
七
七
・
五
％
）
に
達
し
て
い
た
。
特
に
、
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
地
区
の
移
民
人
ロ
は
多
か
っ
た
。

精
肉
工
場
群
に
隣
接
し
た
約
一
マ
イ
ル
四
方
の
狭
い
居
住
区
は
建
物
の
九
〇
％
以
上
が
一
九
〇
二
年
条
例
以
前
の
劣
悪
な
テ
ナ
メ
ン
ト
で
、
こ
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の
中
に
五
万
七
千
人
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
極
度
の
過
密
状
態
で
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
約
半
数
は
新
来
の
南
東
欧
亜
の
移
民
だ

　
⑭つ
た
。
ハ
ル
ハ
ウ
ス
の
レ
ジ
デ
ン
ト
を
経
て
、
こ
の
地
区
に
シ
カ
ゴ
大
学
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
開
設
し
た
、
メ
ア
リ
ー
・
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル

（
廻
覧
周
《
　
ζ
O
H
）
O
≦
①
嵩
）
は
、
住
環
境
改
善
の
向
上
を
と
お
し
た
ス
ラ
ム
住
民
の
ア
メ
リ
カ
化
を
論
じ
た
人
物
だ
っ
た
。
外
国
文
化
の
保
持
に
寛

容
な
文
化
多
元
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
的
生
活
の
公
準
は
物
質
的
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。
曰
く
、

「（

q
供
の
い
な
い
若
い
鳳
輿
な
ら
）
彼
ら
が
生
ま
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
地
区
よ
り
も
清
潔
か
つ
美
し
い
場
所
で
、
風
呂
と
パ
ー
ラ
ー
付
き
の
四

部
屋
あ
る
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
に
住
む
こ
と
が
、
「
見
苦
し
く
な
い
ア
メ
リ
カ
的
生
活
水
準
」
で
あ
る
と
。
文
化
的
同
化
に
先
行
す
る
、
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

水
準
と
環
境
の
岡
化
を
強
調
す
る
議
論
は
リ
ベ
ラ
ル
な
包
摂
の
都
市
哲
学
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
改
革
者
が
抱
い
た
移
民
の
公
衆
衛
生
と
住
環
境
へ
の
関
心
は
、
そ
れ
自
体
、
逆
説
的
に
排
外
主
義
や
科
学
的
人
種
主
義
と
い
っ
た

分
断
の
契
機
と
背
中
合
わ
せ
で
も
あ
っ
た
。
医
療
史
家
マ
ー
ケ
ル
と
ス
タ
ー
ン
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
蒔
期
、
入
国
管
理
と
公
衆
衛
生
の
文
脈

で
は
、
「
移
民
は
一
貫
し
て
病
原
菌
と
感
染
に
結
び
付
け
ら
れ
…
…
様
々
な
身
体
的
、
社
会
的
病
理
の
原
因
と
し
て
の
ス
テ
ィ
グ
マ
を
与
え
ら

れ
て
い
た
。
」
ま
た
そ
れ
は
、
「
持
続
的
な
生
物
学
メ
タ
フ
ァ
ー
」
を
媒
介
し
て
健
全
な
国
民
形
成
の
言
説
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
「
無
制
限
の
移
民
を
、
国
民
の
社
会
的
健
康
に
と
っ
て
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
」
と
見
る
　
般
に
流
布
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八

九
〇
年
代
以
降
の
細
菌
学
の
発
達
は
、
医
療
専
門
家
に
伝
染
病
封
じ
込
め
の
行
動
規
範
を
与
え
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
社
会
へ
の
直
接
的
介
入
を

う
な
が
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
専
門
医
療
と
同
時
代
の
科
学
的
人
種
主
義
一
特
定
の
「
人
種
」
の
生
物
学
的
劣
勢
を
言
う
言
説

一
が
共
鳴
し
合
う
中
で
、
移
民
の
身
体
は
厳
格
な
監
視
の
対
象
と
な
っ
た
。
入
国
時
の
移
民
の
健
康
診
断
を
管
掌
し
た
合
衆
国
公
衆
衛
生
局

a
．
ψ
雷
窪
。
缶
最
早
。
。
避
く
ざ
①
）
が
、
医
学
的
事
由
に
よ
り
入
国
拒
否
を
宣
告
し
た
事
例
は
、
一
八
九
八
年
に
は
拒
否
者
全
体
の
わ
ず
か
二
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
五
年
に
は
六
九
％
に
ま
で
急
増
す
る
。
こ
う
し
た
公
衆
衛
生
と
医
学
が
生
み
だ
す
国
民
の
境
界
イ
メ
ー
ジ
は
、
ス
ラ
ム

の
住
環
境
を
め
ぐ
る
改
革
者
の
想
像
力
に
も
影
響
を
与
え
ざ
る
を
得
な
い
。
一
九
〇
～
年
、
都
市
住
宅
協
会
（
O
頃
》
）
の
報
告
書
を
執
筆
し
た

R
・
ハ
ン
タ
ー
は
、
三
年
後
に
著
書
『
貧
困
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
書
物
で
ハ
ン
タ
ー
は
、
都
市
の
貧
困
を
個
人
道
徳
か
ら
切
り
離
し
、
社
会
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問
題
と
し
て
認
識
す
る
必
要
を
説
く
一
方
で
、
貧
困
の
「
社
会
的
」
原
因
の
～
つ
と
し
て
、
「
快
適
さ
や
上
品
さ
に
独
自
の
低
い
基
準
し
か
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
な
い
」
新
移
民
の
流
入
を
挙
げ
、
貧
困
撲
滅
の
た
め
の
積
極
的
社
会
政
策
と
し
て
移
民
制
限
に
全
面
的
支
持
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
ス
ラ
ム
環
境
へ
の
積
極
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
都
市
意
識
の
形
成
と
移
民
の
社
会
的
包
摂
の
流
れ
を
作
る
と
同
時
に
、
新
た
な
差
異
の
感

覚
の
母
胎
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
南
・
東
欧
移
民
だ
け
で
な
く
、
非
白
人
住
民
の
隔
離
・
排
斥
に
も
つ
な
が
る
潮
流
で
あ
っ
た
。
一
九
＝

年
に
ス
ラ
ム
の
売
春
防
止
を
謳
っ
て
、
社
会
調
査
を
行
っ
た
シ
カ
ゴ
市
域
悪
徳
委
員
会
（
≦
8
0
0
ヨ
邑
路
8
0
h
O
匪
。
鋤
o
q
o
）
は
、
サ
ウ
ス
サ
イ

ド
の
黒
人
居
住
区
、
通
称
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト
の
低
劣
な
住
環
境
に
目
を
付
け
、
「
シ
カ
ゴ
の
社
会
悪
の
歴
史
は
黒
人
人
口
と
固
く
結
び
つ
い
て

お
り
、
悪
所
は
常
に
黒
人
地
区
に
作
ら
れ
て
き
た
」
と
報
告
し
た
。
ま
た
、
翌
年
シ
カ
ゴ
の
保
護
観
察
制
度
の
推
進
者
で
ハ
ル
ハ
ウ
ス
の
会
計

責
任
者
で
も
あ
っ
た
、
ル
イ
ー
ズ
・
ボ
ー
エ
ン
（
】
U
O
¢
一
ω
Φ
　
α
①
　
H
（
O
＜
Φ
鵠
　
b
d
O
≦
Φ
類
）
も
少
年
犯
罪
と
の
か
か
わ
り
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト
の
住
環
境

を
調
査
し
、
同
地
区
の
貧
困
の
背
景
に
、
著
し
く
不
安
定
な
雇
用
や
過
多
な
下
宿
人
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
家
庭
の
多
さ
等
を
発
見
し
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
黒
人
特
有
の
」
問
題
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
都
市
を
｝
体
の
も
の
と
捉
え
る
構
想
の
中
に
、
一
九
世
紀
の
領
域
論
よ
り
も
む
し
ろ
厳
格
な

他
者
創
出
が
起
動
し
て
い
た
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
第
一
次
大
戦
前
の
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
「
都
市
意
識
」
は
都
市
文
化
の
中
核
に

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
な
お
「
分
け
る
こ
と
」
へ
の
抵
抗
、
全
体
性
へ
の
憧
憬
が
存
在
し
て
い
た
。

224 （224）

①
瞠
弩
・
⑦
ぎ
簿
G
ミ
鴨
兜
の
簿
同
σ
噌
き
ミ
ミ
§
b
誌
§
N
勉

②
憲
。
冨
匹
霜
趨
竃
負
O
ミ
ミ
隠
蒔
9
腎
§
げ
さ
、
ミ
顕
q
ミ
u
匡
防
さ
ミ
“
ミ
、

き
師
。
軽
（
○
げ
一
〇
鋤
ぴ
q
O
簡
　
一
㊤
c
◎
◎
Q
）
噂
ホ
山
8
一
ζ
貫
《
O
霞
σ
一
路
Q
ウ
岡
Φ
ω
・
、
↓
冨
Ω
蔓

　
8
類
瓢
ω
h
霞
ヨ
①
ロ
”
Z
p
。
ε
同
ρ
↓
Φ
o
ぴ
質
。
一
〇
ひ
q
ざ
国
コ
α
簿
Φ
ω
‘
σ
鎧
吾
餌
口
冠
Φ
鈴

　
お
刈
刈
山
箪
メ
，
冒
ミ
憶
、
ミ
ミ
ミ
円
頓
顛
望
。
墜
亀
甲
（
ツ
矧
O
く
．
一
〇
〇
Q
刈
）
…
。
。
マ
に
ピ

③
顛
し
・
＆
遷
ミ
さ
ミ
ミ
罷
§
ミ
ミ
執
職
の
袋
蒔
恥
遷
§
職
℃
ξ
§
§
馬
始
ミ
ミ

　
の
嚇
へ
蓮
§
口
移
O
ミ
6
還
。
（
O
江
8
。
q
o
」
8
b
。
）
、
ω
ω
㊤
1
鍵
Q
。
一
の
鷲
σ
蜜
』
ミ
ミ
融
§

b
越
鳥
ミ
9
①
Q
O
l
G
Q
蜘
“
短
舞
倉
寒
q
幕
Ω
蔦
塁
一
〇
◎
山
ω
、
ω
鵜
9

④
O
錠
σ
¶
を
謹
ミ
§
専
ミ
℃
壼
刈
曾
霊
勲
9
⑦
、
§
隷
◎
凡
賑
い
、
。
。
8
．

⑤
H
（
。
舅
。
冨
冨
賢
p
、
．
鵠
。
芝
簿
Φ
O
号
霞
密
罵
類
器
竃
黛
。
α
Φ
る
興
8
讐
g
ω
o
眺

℃
o
く
興
蔓
貯
勺
容
姿
Φ
の
の
凶
く
①
尊
嚇
民
効
O
霞
＄
碧
．
．
．
ミ
貸
ミ
融
誉
蟄
き
ミ
猷
箆
ミ
ミ
覧
ミ
篭

幻
N
ヘ
ミ
塁
卜
。
b
Q
（
卜
。
O
障
）
ふ
ω
I
G
。
N

⑥
ご
d
。
話
郎
＄
腎
§
§
箋
」
。
。
？
b
，
O
卜
。
．

⑦
カ
Φ
ω
爵
茸
ω
。
h
鎖
色
出
。
蕊
ρ
奪
へ
窺
魯
N
へ
総
§
偽
§
ミ
㌔
§
ミ
恥
（
じ
σ
o
。
・
8
拶

　
蕊
㊤
切
）
．

⑧
幻
9
Φ
詳
鵠
巨
借
5
冒
、
～
§
鳴
ミ
9
ミ
ミ
§
笥
謡
Q
馬
思
禮
。
”
沁
愚
ミ
、
曾
琳
、
ミ

ミ
ミ
防
曹
ミ
曜
6
ミ
ミ
ミ
尉
回
診
ミ
鴨
6
ミ
ミ
ミ
跨
駆
題
Q
q
匙
蹴
Q
畿
（
○
臨
。
お
9

　
6
0
H
）
レ
ト
。
レ
県



衝撃都市からゾーン都市へ（中野）

⑨
ミ
9
庭
？
H
ミ
．

⑩
臣
警
〉
σ
σ
o
簿
、
冨
鴨
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軸
§
N
§
冴
靴
O
ミ
ら
£
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這
偽
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山
℃
翁
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0
ぼ
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謎
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陣
O
ω
①
）
．
O
O
一
①
ζ
ロ
一
窯
舞
自
ρ
酪
ρ
、
．
顕
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≦
匪
①
○
昏
興
頃
貼
h
≦
泰
阜
只
ゆ
衛
P
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．

⑪
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開
田
ミ
、
篤
§
｝
∴
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ζ
簿
憎
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口
ゆ
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〇
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ゐ
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ω
Φ
導
メ
H
り
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．
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幽
刈
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冒
ぼ

ρ
竈
O
卜
∂
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卜
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嫡
b
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①
o
．
卜
⊃
刈
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一
Φ
O
b
o
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噂
G
Q
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刈
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男
Φ
び
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一
戸
｝
㊤
O
ω
）
．
ω
∴
O
（
竃
声
門
0
7
メ

　
6
0
ω
）
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ω
山
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竃
頓
馬
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0
い
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申
N
（
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簿
ロ
■
Φ
¶
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蒔
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¶
刈
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刈
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甥
Φ
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．
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刈
）
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刈
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日
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①
洲
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匿
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ヨ
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ミ
し
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ミ
零
＾
零
幾
ミ
器
μ
ミ
隷
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四

ム
～
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ミ
轟
§
ミ
ら
ミ
〉
ず
鷺
り
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囲
4
Φ
要
　
嘱
O
N
匠
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｝
O
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臣
①
山
刈
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路
ρ
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α
．
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僑
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曼
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ω
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刈
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9
譲
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≦
①
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ぎ
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譜
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、
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鳴
ミ
吻
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冥
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団
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ゆ
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刈
①
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O
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b
⊃
α
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角
刈
卜
。
一
出
。
≦
ρ
．
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↓
ず
①
Ω
蔓
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ω
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ω
o
o
藍
冒
ぎ
α
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＞
槻
Φ
賢
O
《
”
6
げ
Φ
℃
ば
く
臨
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自
3
一
ゆ
簿
ω
①
ω
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団
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Φ
Ω
蔓
”
↓
げ
Φ
Ω
蔓
℃
一
鋤
劉
．
．
》
ミ
鳴
滝
q
ミ
N

岩
盤
ミ
ミ
黛
の
。
亀
ミ
馨
、
ミ
’
口
ρ
切
（
竃
費
．
■
｝
㊤
郎
）
u
認
O
よ
O
日
．

⑭
Ω
蔓
o
h
O
三
。
認
ρ
↓
ぎ
詮
§
隷
鼠
O
ミ
ら
§
旧
b
。
甲
ω
b
。
電
綬
凸
？
｝
σ
ぴ
。
搭

　
竈
削
髪
謹
ミ
ミ
導
蕊
ゴ
冒
筥
①
ω
カ
．
ゆ
鎚
冥
亀
戸
ぎ
幕
§
ミ
O
も
ミ
ミ
ミ
ミ
骨
§
咋
隷
鳴

辱
亀
蒔
隷
一
G
ミ
ら
§
、
。
。
㌔
§
鳶
鳩
お
討
ミ
へ
怨
き
、
譜
誘
℃
N
O
◎
℃
軋
一
N
§
（
¢
「
σ
蝉
コ
ρ

　
お
c
o
刈
）
旧
謡
－
刈
餅

第
三
章
　
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
　
　
ニ
○
世
紀
の
都
市
計
画

⑮
憲
蝉
蔓
竃
。
O
。
毒
戸
．
．
ζ
＜
Φ
g
峯
讐
興
瞑
g
・
器
．
．
Q
§
捻
。
寒
珍
き
§
’
冒
貯

N
㊤
．
6
0
舎
中
野
耕
太
郎
門
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
と
ア
メ
リ
カ
化
ー
メ
ァ

　
リ
ー
・
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
向
鎚
を
手
が
か
り
に
」
例
人
文
研
究
馳
五
一
－
二
（
一
九

　
九
九
年
）
八
三
－
＝
一
二
頁
一
ζ
震
矯
ζ
o
U
o
ミ
①
芦
、
、
鵠
Φ
お
置
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Φ
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Φ
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⊃
一

〉
吾
㊦
ユ
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壁
O
巳
．
．
．
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命
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ゆ
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．
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①
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⊃
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＜
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評
、
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一
一
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．
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O
ω
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県
卜
⊃
O
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o
．
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葺
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露
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ρ

⑱
≦
8
0
0
8
巨
ω
ω
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8
0
h
9
冨
σ
q
ρ
§
鴨
⑦
§
ミ
肉
ミ
§
O
ミ
ら
§
　
毎

の
ミ
＆
・
駄
穿
諺
ミ
お
O
ミ
ミ
凡
欺
ミ
嵩
ミ
ミ
N
葡
§
ミ
ミ
｝
一
ミ
～
§
獄
。
浅
（
O
獣
〇
四
ひ
q
P

　
δ
昌
）
’
ω
Q
o
　
｝
駕
く
の
鳳
δ
℃
「
o
け
Φ
o
鉱
〈
Φ
〉
ω
ω
o
o
置
甑
。
コ
’
§
笥
G
o
、
o
誌
蹴
、
鳴
魯
融
駄

　
O
ミ
ら
ミ
（
H
箪
ω
）
「

（一

j
バ
ー
ナ
ム
構
想

二
〇
世
紀
初
頭
の
都
市
の
環
境
改
善
運
動
に
は
、
テ
ナ
メ
ン
ト
改
革
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
潮
流
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
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る
都
市
計
画
運
動
で
あ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
で
は
、
一
九
〇
七
年
ま
で
に
、
か
つ
て
シ
カ
ゴ
万
博
（
～
八
九
三
年
）
の
芸
術
理
事
を
務
め
た
建
築
家
、
　
獅



ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ー
ナ
ム
θ
9
巳
皿
じ
d
霞
魯
窒
）
を
中
心
に
包
括
的
な
構
想
・
計
画
が
起
案
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
運
動
は
、
も
と
も
と
シ
カ
ゴ
商

業
ク
ラ
ブ
に
集
う
、
財
界
人
、
富
裕
層
の
後
援
に
依
拠
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
民
間
の
活
動
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ナ
ム
案
に
献
金
を
寄
せ
た
人
々

の
中
に
は
、
世
界
最
大
の
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
i
社
を
経
営
し
つ
つ
、
シ
カ
ゴ
の
神
学
教
育
を
支
援

し
た
サ
イ
ラ
ス
・
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
ニ
世
や
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
一
の
食
肉
加
工
業
者
J
・
オ
グ
デ
ン
・
ア
～
マ
ー
、
通
信
販
売
大
手
シ
ア
ー
ズ

ロ
ー
バ
ッ
ク
の
社
長
に
し
て
、
ブ
ッ
カ
ー
・
T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
タ
ス
キ
ー
ギ
黒
人
学
校
の
ス
ポ
ン
サ
ー
だ
っ
た
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
ロ
ー
ゼ
ン
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

オ
ル
ド
（
冒
ぎ
ω
菊
。
ω
魯
芝
巴
q
）
等
、
社
会
意
識
に
富
ん
だ
シ
カ
ゴ
財
界
の
巨
星
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

　
一
九
〇
九
年
、
約
八
万
ド
ル
の
資
金
を
得
た
バ
ー
ナ
ム
は
、
構
想
の
青
写
真
で
あ
る
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
』
を
出
版
し
て
い
る
。
水
彩
画
家
ジ

ュ
レ
・
グ
エ
リ
ン
の
壮
麗
な
カ
ラ
ー
図
版
を
惜
し
げ
も
な
く
使
っ
た
こ
の
豪
華
本
は
、
ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
の
時
代
に
遡
る
帝
国
首
都
の
列
伝
と

し
て
書
き
起
こ
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
に
続
く
近
代
の
都
と
し
て
シ
カ
ゴ
の
未
来
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
』
は
、

ル
ー
プ
か
ら
半
径
約
六
〇
マ
イ
ル
（
自
動
車
で
二
時
間
）
の
郊
外
都
市
を
含
む
領
域
を
、
お
お
む
ね
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
圏
と
見
て
、
そ
の
機
能
と
景

観
を
全
体
と
し
て
整
備
す
る
必
要
を
と
い
た
。
そ
し
て
、
書
物
の
中
盤
以
降
で
は
、
市
内
の
具
体
的
な
建
造
環
境
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
る
。
ミ

シ
ガ
ン
湖
畔
を
干
拓
し
て
臣
大
な
記
念
碑
公
園
（
グ
ラ
ン
ト
・
パ
ー
ク
）
を
造
成
し
、
そ
こ
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
イ
ド
に
向
か
う
大
通
り
（
コ
ン

グ
レ
ス
逓
）
を
建
設
す
る
。
ま
た
、
ミ
シ
ガ
ン
通
り
や
一
二
丁
目
な
ど
の
幹
線
道
路
を
拡
幅
す
る
と
と
も
に
、
碁
盤
の
目
の
道
路
網
に
対
角
線

の
ブ
ル
ヴ
ア
！
ド
を
加
え
、
ル
ー
プ
の
混
雑
を
解
消
す
る
。
さ
ら
に
、
煤
煙
を
ま
き
散
ら
す
イ
リ
ノ
イ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の
線
路
を
シ
カ
ゴ

川
以
西
に
付
け
替
え
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
六
カ
所
に
散
在
し
た
駅
を
一
カ
所
に
統
合
す
る
。
そ
し
て
市
内
か
ら
郊
外
に
か
け
て
中
・
小
規
模
の

公
園
網
を
形
成
し
、
市
街
の
緑
化
を
行
う
、
な
ど
な
ど
。
ま
た
、
交
通
シ
ス
テ
ム
と
公
園
群
の
配
置
を
示
し
た
挿
絵
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
多
く
は
、
ル
ー
プ
を
中
心
に
郊
外
へ
向
け
て
遠
心
的
に
拡
大
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
地
図
で
あ
り
、
な
か
に
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
南
部
や
イ

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
デ
イ
ア
ナ
北
部
に
州
境
を
越
え
て
延
伸
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
さ
ら
な
る
膨
張
を
予
示
さ
せ
る
広
域
図
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
は
、
世
紀
転
換
期
の
都
市
美
化
運
動
の
系
譜
の
う
え
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
都
市
美
化
運
動

226 （226）
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は
、
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
の
再
開
発
で
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
建
築
家
フ
レ
デ
リ
ク
・
オ
ル
ム
ス
テ

ッ
ド
置
（
写
巴
Φ
旨
障
い
磐
○
巨
ω
8
負
甘
）
ら
の
指
導
の
も
と
、
当
時
の
建
築
界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
都
市
景
観
の
「
美
」
そ
の
も
の

に
最
大
の
価
値
を
見
出
す
そ
の
運
動
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
的
な
「
旧
い
」
環
境
主
義
の
中
で
育
ま
れ
た
改
革
潮
流
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
が
、
三

〇
も
の
都
市
に
「
芸
術
委
員
会
」
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
少
な
く
と
も
第
一
次
大
戦
前
に
は
有
力
な
都
市
芸
術
運
動
で
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア

州
ハ
リ
ス
バ
ー
グ
の
よ
う
な
小
都
市
で
も
計
画
的
な
景
観
美
化
が
試
み
ら
れ
た
。
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
バ
ー
ナ
ム
自
身
も
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

近
い
関
係
に
あ
り
、
首
都
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
モ
ー
ル
国
立
公
園
（
一
九
〇
二
年
マ
ク
ミ
ラ
ン
委
員
会
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
美
化
運
動
の
潮
流
は
、
都
市
の
公
共
空
間
の
よ
り
包
括
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
す
都
市
計
画
運
動
の
一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
り
、

一
九
〇
九
年
に
始
ま
る
全
米
都
市
計
画
会
議
（
乞
鋤
島
O
富
9
0
｝
　
O
O
口
団
Φ
民
Φ
づ
O
⑦
　
O
郎
　
O
冨
《
　
℃
一
僧
P
O
一
望
騨
q
一
Z
O
O
勺
）
で
は
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
自
身
が
創
設
者
の

…
人
に
名
を
連
ね
て
い
た
。
の
ち
に
こ
の
全
国
組
織
の
中
で
、
都
市
計
画
に
お
け
る
景
観
の
美
を
優
先
す
る
立
場
と
効
率
的
な
都
市
機
能
を
優

先
す
る
立
場
で
対
立
が
生
じ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
差
異
は
別
に
し
て
、
現
実
の
都
市
計
画
の
実

践
に
お
い
て
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
先
に
み
た
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
具
体
的
内
容
で
も
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
の
記

念
碑
公
園
と
市
西
部
を
結
ぶ
大
通
り
の
建
設
や
鉄
道
線
路
の
付
け
替
え
・
整
理
な
ど
は
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
に
匹
敵
す
る
都
市
景
観
の
構
築
と
、

ル
ー
プ
地
区
の
渋
滞
緩
和
を
同
時
に
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
別
言
す
れ
ば
、
「
都
市
の
安
寧
を
脅
か
す
…
…
無
秩
序
と
悪
徳
、
そ
し
て
病
」

を
治
癒
し
、
尊
厳
あ
る
市
民
性
を
回
復
す
る
と
い
っ
た
バ
！
ナ
ム
が
掲
げ
た
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
究
極
目
標
は
、
ル
ー
プ
か
ら
同
心
円
を
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
が
ら
放
射
さ
れ
る
物
流
網
が
約
束
す
る
、
経
済
繁
栄
、
そ
し
て
市
域
の
秩
序
だ
っ
た
膨
張
と
両
立
す
る
の
だ
っ
た
。

　
美
か
？
機
能
か
？
と
い
う
建
築
界
の
論
争
に
加
え
て
、
都
市
計
画
と
前
節
で
み
た
ス
ラ
ム
の
住
環
境
改
善
運
動
の
関
係
も
重
要
な
問
題
で
あ

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
過
密
居
住
反
対
の
運
動
を
本
格
化
し
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ヴ
ェ
イ
ラ
i
（
じ
鋤
～
く
吋
の
一
P
O
Φ
　
～
「
⑦
＝
一
①
門
）
ら

が
、
景
観
の
美
化
に
重
点
を
置
く
都
市
計
画
運
動
に
反
発
し
た
し
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
も
都
市
社
会
の
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
都
市
計
画
に
集

中
さ
せ
る
こ
と
に
批
判
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
バ
ー
ナ
ム
ら
が
私
的
な
住
空
間
に
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
『
シ
カ
ゴ
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の
計
画
』
で
は
ス
ラ
ム
改
革
に
つ
い
て
、
街
路
の
拡
幅
と
清
掃
の
徹
底
以
外
に
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
書
が
繰
り
返
し
｝
九
世
紀

パ
リ
の
設
計
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ス
マ
ン
に
賛
辞
を
贈
る
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ベ
ネ
ザ
ー
・
ハ
ワ
ー
ド
の
労
働
者
の
郊
外
住
宅
地
（
田
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

都
市
）
構
想
に
全
く
触
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
シ
カ
ゴ
都
市
計
画
の
性
格
を
知
る
う
え
で
興
味
深
い
。

　
こ
の
シ
カ
ゴ
の
状
況
は
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
派
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
D
・
P
・
ブ
リ
ス
（
＜
『
躍
口
皇
D
口
P
H
ソ
℃
．
切
賦
ω
ω
）
等
を

中
心
に
イ
ギ
リ
ス
田
園
都
市
の
ア
メ
リ
カ
版
を
構
想
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
は
大
き
く
異
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

シ
カ
ゴ
に
低
所
得
者
向
け
の
住
宅
供
給
事
業
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
…
九
「
九
年
に
は
、
実
業
家
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー

ル
（
b
d
①
笥
す
ヨ
厨
旨
円
。
ω
Φ
纂
ロ
巴
）
が
ガ
ー
デ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
な
る
安
価
な
モ
デ
ル
住
宅
を
市
南
部
の
八
七
丁
目
（
お
よ
そ
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
サ
ウ

ス
・
シ
カ
ゴ
の
中
間
地
）
に
建
設
し
て
い
る
。
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
移
民
労
働
者
の
核
家
族
を
入
居
者
と
し
て
想
定
し
、
か
か
る
住

宅
供
給
が
「
ア
メ
リ
カ
化
」
の
一
翼
を
損
う
も
の
だ
と
自
負
し
て
い
た
。
ガ
ー
デ
ン
・
ホ
ー
ム
は
当
初
、
テ
ナ
メ
ン
ト
改
革
者
の
マ
ク
ダ
ウ
エ

ル
や
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
事
務
局
を
務
め
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ッ
カ
ー
（
O
げ
曽
居
一
①
ω
　
譲
“
　
慈
鋤
O
冗
①
同
）
等
を
含
む
幅
広
い
都
市
指
導
室
か
ら
も
支
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

集
め
た
が
、
一
九
二
一
年
に
は
資
金
繰
り
が
悪
化
し
、
わ
ず
か
一
七
五
戸
を
販
売
し
た
だ
け
で
事
業
は
頓
挫
し
た
。

　
ロ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
の
事
業
に
対
す
る
ワ
ッ
カ
ー
の
対
応
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
運
動
は
、
決
し
て
低
所
得
者
の
住
宅
改
善

運
動
を
敵
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
む
し
ろ
個
別
の
改
善
運
動
を
可
能
た
ら
し
め
る
、
都
市
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
て

い
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
や
慈
善
活
動
の
側
も
、
必
ず
し
も
都
市
計
画
に
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
シ
カ
ゴ
慈
善
局
（
O
じ
d
O
）

の
『
協
働
』
は
、
一
九
〇
七
年
秋
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
構
想
の
概
要
を
報
じ
た
ワ
ー
ル
ド
・
ト
ウ
デ
イ
誌
の
記
事
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
「
過
密

地
区
に
住
む
貧
し
い
労
働
階
級
の
た
め
に
、
小
公
園
網
を
導
入
し
拡
大
し
よ
う
と
す
る
…
…
誇
る
べ
き
」
計
画
と
し
て
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
、

ハ
ル
ハ
ウ
ス
等
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
都
市
女
性
ク
ラ
ブ
（
ぐ
『
O
b
P
磐
．
ω
　
∩
漏
研
く
　
∩
昌
償
ぴ
　
O
h
　
O
げ
一
〇
鋤
ゆ
q
O
）
も
一
九
〇
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
あ
げ
当
初
か
ら
、
バ
ー
ナ
ム
や
ワ
ッ
カ
ー
等
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
信
任
を
与
え
て
い
た
。

　
貧
困
層
の
私
的
空
間
を
対
象
と
す
る
か
、
あ
く
ま
で
広
域
の
公
的
空
間
を
構
想
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
条
下
等
に
よ
る
法
規
制
を
目
指
す
か
、
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は
た
ま
た
、
公
共
事
業
を
改
良
の
手
段
と
す
る
か
、
そ
う
し
た
違
い
が
あ
る
と
し
て
も
、
両
者
は
と
も
に
衝
撃
都
市
が
生
み
だ
し
た
「
都
市
問

題
」
を
物
理
的
な
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
際
、
F
・
ハ
ウ
の
言
う
「
都
市
意
識
」
に
呼
応
す
る
シ
カ
ゴ

全
体
を
対
象
と
す
る
改
革
構
想
を
持
っ
た
点
で
も
共
通
し
た
。
噸
シ
カ
ゴ
の
計
画
㎞
は
、
端
的
に
述
べ
る
。
「
善
き
市
民
性
こ
そ
が
、
善
き
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

計
画
の
至
高
の
目
的
で
あ
る
」
と
。

衝撃都市からゾーン都市へ（中野）

（
二
）
　
欄
ワ
ッ
カ
ー
の
手
引
書
幽

広
報
と
政
治

　
計
画
の
青
写
真
で
あ
る
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
、
プ
ラ
ン
は
ひ
と
つ
の
巨
大
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
体
化
を
目
指
す

段
階
を
迎
え
る
。
…
九
〇
九
年
、
商
業
ク
ラ
ブ
の
勢
力
は
、
シ
カ
ゴ
市
長
に
陳
情
し
て
行
政
委
員
会
と
し
て
の
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
委
員
会
を
設

置
さ
せ
た
。
委
員
会
は
総
数
三
二
八
名
に
お
よ
ぶ
組
織
で
あ
っ
た
が
、
意
思
決
定
は
一
五
名
の
実
行
委
員
会
（
う
ち
＝
茗
は
商
業
ク
ラ
ブ
会
員
）

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
実
行
委
員
会
の
長
に
は
、
ド
イ
ツ
系
の
酒
造
業
者
で
、
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
万
博
の
理
事
で
も
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ

ッ
カ
ー
が
就
任
し
、
以
後
、
実
務
を
取
り
仕
切
っ
た
。
同
委
員
会
は
の
ち
に
常
設
化
し
、
今
日
の
シ
カ
ゴ
市
の
一
部
局
、
都
市
計
画
開
発
局
に

発
展
す
る
。
歴
史
的
に
見
た
と
き
、
ワ
ッ
カ
ー
の
実
行
委
員
会
の
活
動
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
前
例
の
な
い
市
民
向
け
の
宣
伝
活
動
で
あ
ろ

う
。
も
と
も
と
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
は
一
都
市
の
財
界
人
が
、
外
部
の
力
を
借
り
ず
に
、
あ
く
ま
で
民
間
の
自
治
的
行
為
と
し
て
進
め
て
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
、
当
初
か
ら
、
プ
ラ
ン
は
上
流
階
級
の
専
有
物
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
は
こ
の
計
画
か
ら
さ
ら
な
る
富
を
得

よ
う
と
し
て
い
る
と
の
憶
測
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ワ
ッ
カ
ー
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
シ
カ
ゴ
の
住
民
が
階
級
や
貧
富
の
差
を
こ
え
て
、

こ
の
計
画
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
け
る
の
で
あ
り
、
全
市
民
が
計
画
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
も
と
よ
り
大
宣

伝
の
背
景
に
は
、
政
治
的
な
問
題
が
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
公
共
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
い
ず
れ

市
長
の
差
配
の
も
と
、
少
な
く
と
も
市
議
会
の
了
承
を
必
要
と
す
る
市
債
の
発
行
が
不
可
欠
だ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
広
範
な
世
論
の
支
持
が
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
事
業
の
成
否
に
関
わ
る
重
要
事
項
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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だ
が
、
そ
う
し
た
事
情
を
鑑
み
て
も
、
ワ
ッ
カ
ー
が
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ム
ー
デ
ィ
ー
（
〈
『
ゆ
一
け
①
吋
　
】
∪
■
　
ζ
O
O
α
《
）
と
い
う
販
売
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

専
門
家
を
管
理
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
任
じ
、
シ
カ
ゴ
案
広
報
に
関
す
る
世
論
形
成
の
全
権
を
ゆ
だ
ね
た
こ
と
は
画
期
的
だ
っ
た
。
広
報
活
動
は
、

五
百
國
を
越
え
る
講
演
会
の
企
画
か
ら
映
画
製
作
ま
で
多
岐
に
及
ん
だ
が
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
ム
ー
デ
ィ
ー
が
執
筆
し
た
『
ワ
ッ
カ
ー

の
手
引
き
』
と
い
う
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
平
易
な
解
説
書
の
出
版
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
バ
ー
ナ
ム
の
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
廓
を
子
供
向
け
に
書

き
な
お
し
た
内
容
で
、
教
育
委
員
会
を
巻
き
込
ん
だ
ロ
ビ
イ
ン
グ
の
結
果
、
市
内
す
べ
て
の
中
学
校
（
第
八
学
年
）
で
公
民
科
の
教
科
書
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。
『
手
引
き
』
も
ま
た
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
が
様
々
な
図
版
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
』

か
ら
転
載
さ
れ
た
、
い
く
つ
も
の
同
心
円
と
放
射
線
で
構
成
さ
れ
る
独
特
の
市
街
図
は
印
象
的
だ
。
ル
ー
プ
か
ら
郊
外
へ
向
け
て
整
然
と
投
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
た
か
の
よ
う
な
公
園
群
と
道
路
網
、
水
道
シ
ス
テ
ム
の
配
置
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
掲
載
さ
れ
た
地
図
の
中
に
は
、
中
西
部
（
千
コ
口
ル
四
方
）
の
鳥
点
図
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
広
大
な
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
地
理
の
申
に
都
市
シ

カ
ゴ
の
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
シ
カ
ゴ
一
極
を
愚
心
と
す
る
一
元
的
な
作
図
　
　
す
な
わ
ち
、
中
西
部
五
千
万
人
の
人
口

を
し
て
、
ル
ー
プ
を
起
点
に
半
径
百
マ
イ
ル
毎
に
描
か
れ
た
同
心
円
の
構
成
物
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
こ
の
教
科
書
が
、
シ
カ
ゴ
の
若
い

市
民
に
あ
る
固
定
さ
れ
た
ト
ポ
ロ
ジ
ー
を
植
え
付
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
「
大
シ
カ
ゴ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
偉
大

な
る
シ
カ
ゴ
に
対
す
る
愛
と
忠
誠
心
」
を
喚
起
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。
噸
手
引
き
隔
は
冒
頭
で
、
都
市
計
画
教
育
の
目
的
は
、
「
子
供
た
ち

に
こ
の
都
市
に
患
誠
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
」
、
「
（
彼
ら
に
）
シ
カ
ゴ
が
将
来
も
偉
大
で
あ
る
よ
う
尽
力
す
る
責
任
を
感
じ
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
⑪

と
」
だ
と
書
い
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
都
市
の
環
境
改
善
と
市
民
意
識
を
結
び
つ
け
る
思
考
は
、
バ
ー
ナ
ム
の
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
隔
に
も
見

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
計
画
の
普
及
（
1
1
市
民
形
成
）
を
新
し
い
宣
伝
技
術
、
あ
る
い
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
シ
ッ
プ
に
依
っ
て
実
践

し
、
さ
ら
に
は
公
教
育
を
も
媒
体
と
し
て
広
く
一
般
民
衆
レ
ベ
ル
に
ま
で
浸
透
さ
せ
た
ム
ー
デ
ィ
の
手
法
は
、
一
九
世
紀
ボ
ザ
ー
ル
の
都
市
芸

術
を
継
承
す
る
バ
ー
ナ
ム
の
ロ
マ
ン
主
義
的
側
面
と
は
異
質
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
都
市
計
画
に
お
け
る
新
し
い
世
代
の
専
門
家
の
台
頭
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
二
年
、
末
期
が
ん
を
患
っ
て
い
た
バ
ー
ナ
ム
は
こ
の
世
を
去
り
、
そ
の
～
方
、
『
ワ
ッ
二
二
の
手
引
き
』
は
、
一
九
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一
〇
年
代
、
二
〇
年
代
を
と
お
し
て
シ
カ
ゴ
公
立
中
学
の
必
修
教
材
と
な
っ
た
。

①
U
四
三
〇
　
鵠
じ
σ
霞
魯
9
ヨ
四
巳
臣
≦
p
a
即
じ
σ
Φ
導
Φ
9
ミ
§
ミ
O
詮
蹄
§
。

　
（
O
ぽ
一
〇
四
ゆ
q
o
．
同
㊤
O
①
）
’
図
く
詳
く
識
｝
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究
に
以
下

　
の
も
の
が
あ
る
。
O
簿
二
ω
ヨ
聾
．
冨
僑
、
§
、
＆
O
ミ
。
轟
9
b
§
ミ
し
。
ミ
ミ
§
謡

　
§
織
ミ
鴨
勘
§
ミ
ぎ
蒔
葺
き
鴨
冨
ミ
ミ
蹄
§
9
竜
（
O
露
B
α
Q
P
卜
。
0
8
y
目
窪
冨
胴
■

　
じ
尊
蚕
砂
、
．
．
Ω
＜
ド
H
島
Φ
巴
。
。
旧
竃
馬
ρ
ω
。
。
O
巳
け
霞
Φ
．
碧
匹
普
Φ
℃
号
汗
”
刃
①
8
器
己
巽
ぎ
ゆ
q

　
警
Φ
｝
O
O
㊤
多
重
。
団
0
臣
＄
ゆ
q
ρ
．
．
冒
ミ
M
、
ミ
駄
ミ
ぴ
§
ミ
累
。
舜
ω
①
』
o
■
①
（
卜
o
O
｝
O
）
　

　
刈
膳
刈
－
刈
刈
O
．

②
o
σ
嘗
導
冨
日
四
身
じ
d
①
藍
Φ
9
ミ
貸
自
重
O
ミ
。
禽
9
Φ
ω
P
噛
ヨ
8
段
目
コ
α
感
餌
鳴
即
ヨ
。
・

　
o
コ
℃
麟
ゆ
Q
Φ
膳
一
甲
♂
Ψ
刈
N

③
ω
巨
臼
↓
ぎ
℃
§
N
黛
O
ミ
ら
§
、
卜
。
b
。
幽
も
。
一
中
島
夢
人
門
ア
メ
リ
カ
近
代
都
市

　
計
箇
成
立
期
に
お
け
る
『
芸
術
委
員
会
運
動
㎞
に
関
す
る
研
究
」
『
日
本
都
市
計

　
画
学
会
　
都
市
計
画
論
文
集
㎞
三
九
－
三
（
二
〇
〇
四
年
）
八
七
七
－
八
八
二
頁
。

　
冒
匿
β
○
．
O
冨
ヨ
甑
ω
ρ
、
．
℃
興
冷
。
け
ヨ
α
q
Q
り
冨
8
　
9
頃
。
同
山
8
ζ
o
寄
目
幣
滋
磐
働

　
夢
①
〉
ヨ
Φ
甑
∩
選
Ω
＜
8
＞
ω
ω
o
o
冨
甑
。
戸
．
．
譜
§
超
ミ
§
貯
雰
ミ
謎
’
刈
N
コ
。
．
み

　
（
N
O
一
〇
）
≦
o
。
①
1
お
S

④
㍗
8
爲
§
鶴
庶
、
ぎ
ミ
ミ
ミ
、
馬
§
ミ
O
ミ
愚
§
§
§
O
亀
、
§
ミ
鑓

　
（
≦
器
三
謬
8
口
P
ρ
6
8
）
一
｝
8
＞
．
評
8
話
。
雛
■
§
ミ
b
σ
賊
鳩
ミ
ミ
O
登

第
四
章
権
力
の
所
在

（［

j
集
　
　
権
　
　
化

都
市
計
画
運
動
で
活
用
さ
れ
た
政
治
手
法

集
権
的
に
問
題
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
や
り
方

　
ミ
ミ
ミ
ミ
頓
§
ミ
鴨
9
職
、
ミ
⑦
ミ
鷺
勲
N
O
Q
儀
O
∴
ミ
N
（
b
d
巴
笹
目
。
「
①
’
N
8
ω
）
’

　
い
っ
8
1
b
っ
0
9
卜
。
冨
ゐ
♂
一
〇
ご
¢
ヨ
ぴ
曽
営
磐
◎
し
d
①
⇒
乗
算
・
、
§
N
駄
O
詮
㌧
昏
鳶
食
心
○
。
一

　
し
d
四
貯
興
■
、
、
Ω
〈
冒
H
α
Φ
p
。
『
．
．
“
縫
－
刈
㎝
ω
■

⑤
勺
Φ
襲
ω
o
戸
§
鴨
b
σ
受
ミ
ト
。
器
一
し
d
⊆
3
冨
ヨ
四
滋
し
d
Φ
零
舞
噛
㌧
§
N
ミ
G
ミ
6
§
．

⑥
勺
Φ
什
Φ
翫
。
戸
§
即
し
ロ
ミ
資
卜
。
ω
黛
↓
ぎ
ヨ
器
冨
Φ
穿
唇
。
け
戸
冨
鴨
の
N
§
N
§
ミ

　
き
鳴
O
ぎ
咋
き
　
き
蒔
識
ぎ
斗
s
織
b
帖
鷺
篭
。
ミ
蹴
§
§
ミ
ミ
犠
ミ
寧
O
貯
駿
陶
§
§
斜

　
G
ミ
6
§
℃
N
o
。
O
Q
Q
山
℃
動
q
（
賭
①
≦
＜
o
蒔
レ
ミ
。
。
）
b
卜
。
Q
。
山
ら
四

⑦
冒
冨
力
。
簿
奉
＝
Q
。
蜂
Φ
5
．
、
ζ
興
ぎ
α
q
》
Ω
畠
ぎ
8
ゆ
鷺
Φ
窪
。
旦
舅
．
．
↓
ぎ

　
き
、
ミ
↓
o
も
亀
る
．
膨
9
ω
（
o
り
Φ
℃
け
■
｝
㊤
O
刈
）
口
。
。
○
。
蒔
1
0
。
8
一
．
、
↓
冨
累
Φ
≦
〇
三
〇
謎
ρ
．
．

　
O
o
－
魯
ミ
ミ
§
N
．
刈
－
禽
（
O
o
け
」
卜
。
．
6
0
刈
）
”
ω
お
み
武
一
＞
9
・
『
¢
α
Q
8
9
≧
ざ

　
G
ミ
。
§
添
ω
．

⑧
し
d
二
士
玉
露
簿
巳
ω
Φ
弓
Φ
酔
ρ
℃
貯
、
軸
駄
O
ミ
ら
莞
9
巳
ω
．

⑨
ω
鼠
臼
§
恥
、
§
N
ミ
G
ミ
。
鎗
9
一
憲
∴
b
o
㎝
．

⑩
≦
接
興
U
「
竃
。
。
身
、
導
審
ミ
”
吻
さ
ミ
ミ
蝕
§
ミ
§
ミ
○
ミ
窃
鑓
。

　
（
O
ぼ
＄
帥
Q
9
6
＝
）
為
ρ
○
。
一
．
G
。
ω
．

⑪
ミ
9
b
。
山
δ
押
＝
卜
。
噛
窓
㎝
．

す
な
わ
ち
市
の
行
政
機
関
を
拠
点
に
専
門
的
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
改
革
の
実
務
を
委
任
し
、
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は
、
ス
ラ
ム
の
住
環
境
改
善
運
動
で
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
蹴



市
の
公
衆
衛
生
局
長
の
ポ
ス
ト
が
ひ
と
つ
の
争
点
に
な
っ
て
い
た
。
ハ
ル
ハ
ウ
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
〇
二
年
テ
ナ
メ
ン
ト
条
例
の
効
率
的

な
運
用
を
目
指
し
て
、
ヴ
ェ
イ
ラ
i
派
の
反
過
密
運
動
家
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
テ
ナ
メ
ン
ト
周
長
を
務
め
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ー
ル

（
○
冨
蕃
ω
u
u
巴
）
を
招
聰
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
動
き
は
既
存
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と
の
紛
争
を
惹
起
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
猟
官
の
伝
統
の
も
と
、
地
域
の
ボ
ス
が
人
事
を
璽
断
ず
る
ワ
ー
ド
制
政
治
を
否
定
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。
ボ
1
ル
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
〇
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
着
任
で
き
た
が
、
そ
の
後
も
ア
ダ
ム
ズ
ら
と
マ
シ
ン
政
治
と
の
対
立
は
続
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
ア
メ
リ
カ
都
市
史
研
究
に
は
、
従
来
の
ボ
ス
政
治
に
対
す
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
再
考
を
促
す
も
の
が
多
く
出
て
い

る
。
ボ
ス
政
治
は
た
と
え
そ
れ
が
不
正
と
汚
職
の
温
床
だ
っ
た
と
し
て
も
、
特
に
新
来
の
移
民
に
対
し
て
は
住
居
や
雇
用
（
公
務
員
へ
の
任
用
）

を
手
配
す
る
な
ど
、
都
市
社
会
の
中
で
最
低
限
度
の
福
祉
を
提
供
す
る
主
体
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
清
廉
な
改
革
者
と
腐
敗
政
治
の
象
徴
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ボ
ス
を
対
比
す
る
歴
史
叙
述
は
、
そ
れ
自
体
、
進
歩
主
義
的
歴
史
観
の
バ
イ
ア
ス
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
。
と
は
い
え
、
実
の
と
こ
ろ
両

者
は
、
都
市
の
空
間
編
成
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈
な
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
ワ
ー
ド
の
小
宇
宙
を
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
支
配
す
る
ボ
ス
に
対
し
、

改
革
者
は
地
縁
・
階
級
を
越
え
た
よ
り
広
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
～
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
ハ
ル
ハ
ウ
ス
や
シ
カ
ゴ

大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
勢
力
は
、
シ
カ
ゴ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
全
域
に
、
無
数
の
女
性
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
、
強
固
な
女
性
人
脈
を
築
い
て
い
た
。
彼

女
等
は
あ
え
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
表
現
で
、
自
ら
の
活
動
を
「
都
市
の
家
政
（
旨
琶
互
℃
毘
ぎ
猫
跨
①
①
営
冨
α
q
）
」
と
呼
ん
だ
。
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
、
ス

ラ
ム
近
隣
に
移
民
や
労
働
者
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
す
る
～
方
で
、
都
市
全
体
レ
ベ
ル
で
の
民
主
的
な
市
民
紐
帯
の
構
築
を
目
指
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
た
の
だ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
女
性
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
一
九
～
五
年
ま
で
に
二
千
八
百
人
に
達
す
る
。

　
加
え
て
言
え
ば
、
こ
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
都
市
改
革
空
母
は
、
多
く
の
移
民
が
自
明
卑
し
て
い
た
民
族
的
、
宗
教
的
な
都
市
空
間
認
識
と
も

相
容
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
最
大
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
等
の
カ
ト
リ
ッ
ク
移
民
は
、
シ
カ
ゴ
定
住
後
も
数

世
代
に
わ
た
っ
て
ひ
と
つ
の
地
縁
共
同
体
で
も
あ
る
教
区
の
中
に
暮
ら
し
た
。
教
区
は
本
来
、
枢
機
卿
管
区
が
定
め
る
「
領
域
」
で
あ
る
が
、

二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
カ
ゴ
で
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
の
領
域
教
区
内
に
母
語
集
団
ご
と
に
細
分
化
さ
れ
た
「
民
族
教
区
」
が
設
立
さ
れ
た
。
民
族
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教
区
は
、
移
民
の
精
神
生
活
だ
け
で
な
く
、
相
互
扶
助
や
独
自
の
社
会
福
祉
（
特
に
孤
児
院
運
営
）
を
支
え
る
基
礎
的
な
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
を
成
し

て
お
り
、
彼
ら
は
教
区
の
「
地
理
的
」
境
界
を
ア
メ
リ
カ
人
や
そ
の
他
の
民
族
・
人
種
集
団
か
ら
「
防
衛
」
す
る
こ
と
に
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
意
味
を
見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
膨
張
的
な
同
心
円
図
と
も
、
政
治
ボ
ス
の
ワ
ー
ド
と
も
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も
、
異
な
る
空
間
理
解
だ
っ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
カ
ゴ
に
は
、
大
き
さ
も
編
成
原
理
も
異

な
る
複
数
の
想
像
の
共
同
体
が
並
立
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
そ
う
し
た
多
様
な
人
々
が
織
り
な
す
多
元
的
な
発
問
は
あ
る
ひ
と
つ
の
も
の
を
共
有
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
政
治
で
あ
る
。
行
政

委
員
会
の
人
事
や
条
例
に
よ
る
規
制
、
さ
ら
に
は
公
共
事
業
と
し
て
の
都
市
計
画
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
市
長
職
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
の
リ

ソ
ー
ス
配
分
に
依
存
し
た
。
実
際
、
ア
ダ
ム
ズ
を
中
心
と
す
る
改
革
者
グ
ル
ー
プ
も
ま
た
、
「
科
学
的
行
政
」
を
求
め
る
一
党
派
と
し
て
市
政

に
参
入
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
メ
リ
ア
ム
（
0
冨
冨
の
ζ
Φ
猛
。
。
B
）
シ
カ
ゴ
大
教
授
（
政
治
学
）
を
幾
度
と
な
く
市
長
選
挙
に
擁
立
し
て
い
る
。
し

か
し
、
彼
ら
が
市
政
に
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
い
。
一
九
一
五
年
、
一
九
年
の
選
挙
で
メ
リ
ア
ム
が
後
塵
を
拝
し
た
の
は
、
共
和
党
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

保
守
政
治
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
H
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（
＜
凝
一
閏
曽
筥
　
頃
．
↓
ぴ
O
肖
P
娼
ω
O
冨
）
で
あ
っ
た
。

　
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
元
来
、
イ
リ
ノ
イ
州
共
和
党
の
有
力
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
リ
マ
ー
に
師
事
し
た
ボ
ス
政
治
家
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
彼
は

ワ
ー
ド
ご
と
に
分
裂
し
た
党
内
利
害
の
調
整
を
得
意
と
せ
ず
、
大
規
模
な
政
治
連
合
の
形
成
に
長
け
て
い
た
。
初
当
選
を
果
た
し
た
一
九
一
五

年
の
市
長
選
挙
で
は
、
反
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
主
張
を
行
っ
て
、
ド
イ
ツ
系
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
住
民
か
ら
集
票
し
、
同
時
に
サ
ウ
ス
サ
イ
ド
の

第
二
区
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト
を
も
票
田
と
し
て
い
た
。
新
市
長
は
、
当
時
K
K
K
を
美
化
し
て
人
気
を
博
し
た
映
画
『
国
民
の
創

生
』
の
上
映
を
禁
止
す
る
な
ど
、
南
部
か
ら
の
黒
人
移
住
者
に
も
配
慮
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
は
そ
の
旧
い
「
政
治
屋
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
わ
め
て
二
〇
世
紀
的
な
都
市
指
導
者
と
も
い
え
た
。
あ
る
伝
記
作
者
は
、
そ
の
政
治
力
の
源
泉
は
、
祝
祭
と
公
共
事

業
に
あ
っ
た
と
し
た
。
例
え
ば
、
当
選
直
後
の
一
五
年
四
月
、
ト
ン
プ
ソ
ン
は
「
繁
栄
パ
レ
ー
ド
」
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
七
万

五
千
人
に
よ
る
ル
ー
プ
地
区
の
練
り
歩
き
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
ま
だ
珍
し
か
っ
た
自
動
車
七
千
五
百
台
の
隊
列
が
登
場
し
、
三
五
万
人
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を
越
え
る
観
衆
を
熱
狂
さ
せ
た
。
ま
た
市
長
は
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
ワ
ッ
カ
ー
委
員
長
と
の
関
係
を
深
め
、
同
プ
ラ
ン
を
市
債
発
行
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ず
く
大
規
模
公
共
事
業
と
し
て
育
て
上
げ
た
。
集
権
的
な
都
市
行
政
と
市
民
意
識
の
醸
成
、
そ
の
点
に
お
い
て
彼
は
、
同
時
代
の
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
や
都
市
計
画
者
と
価
値
を
共
有
し
て
い
た
。
だ
が
、
都
市
の
自
治
、
あ
る
い
は
、
都
市
の
統
合
を
印
象
付
け
る
こ
の
潮
流
は
、
外
的
な
権
力

（
1
1
国
家
）
と
の
関
係
の
中
で
、
複
雑
な
含
意
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
一
次
大
戦
と
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
が
あ
っ
た
。

（
二
）
　
戦

争
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第
一
次
大
戦
下
、
特
に
東
部
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
シ
カ
ゴ
を
忠
誠
心
の
疑
わ
し
い
都
市
と
見
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
五
年
に
J
・
ア
ダ
ム
ズ
等

シ
カ
ゴ
の
女
性
知
識
人
が
、
女
性
平
和
党
を
結
成
し
て
反
戦
を
訴
え
た
こ
と
、
そ
し
て
同
年
誕
生
し
た
ト
ン
プ
ソ
ン
政
権
が
明
ら
か
に
ド
イ
ツ

系
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
な
ど
反
協
商
国
陣
営
の
世
論
を
顧
慮
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
機
を
見
る
に
敏
な
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、

全
国
的
に
軍
備
運
動
（
諄
Φ
冨
冨
曾
①
ω
ω
）
が
最
高
潮
に
達
し
た
一
六
年
六
月
三
日
に
は
、
シ
カ
ゴ
で
も
得
意
の
祝
祭
政
治
に
市
民
を
動
員
し
て

大
愛
国
パ
レ
ー
ド
を
主
催
し
て
い
る
。
そ
の
日
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
再
開
発
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
ミ
シ
ガ
ン
湖
岸
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

エ
リ
ア
を
一
三
万
人
が
墨
条
旗
を
手
に
行
進
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
愛
国
的
外
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
ト
ン
プ
ソ
ン
の
シ
カ
ゴ
市
政
の
戦
争
へ
の

ス
タ
ン
ス
は
や
は
り
微
妙
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
政
権
が
対
独
宣
戦
を
行
っ
た
一
九
一
七
年
四
月
に
は
、
同
盟
国
フ
ラ
ン
ス
の
将
軍
ジ
ョ
ゼ

フ
・
ジ
ョ
フ
ル
が
シ
カ
ゴ
を
訪
れ
た
際
、
ト
ン
プ
ソ
ン
が
正
式
な
招
待
状
を
出
さ
な
か
っ
た
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
ト
ン
プ
ソ
ン
は
そ
の
理
由
を
「
シ
カ
ゴ
は
世
界
で
六
番
目
に
ド
イ
ツ
人
が
多
く
住
む
都
市
」
だ
か
ら
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

述
べ
た
と
い
う
。
同
紙
は
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
「
シ
カ
ゴ
は
ア
メ
リ
カ
の
都
市
で
は
な
い
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
」
と
書
い
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
市
長
は
細
か
い
内
規
の
定
め
を
盾
に
戦
時
公
債
の
市
庁
舎
で
の
販
売
を
禁
止
し
て
批
判
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
九
月
に
は
、

平
和
主
義
団
体
「
民
主
主
義
と
平
和
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
人
民
協
議
会
（
℃
①
8
δ
．
ω
O
。
募
畠
9
＞
ヨ
Φ
旨
鋤
貯
U
Φ
ヨ
8
鑓
畠
磐
伍
6
Φ
毒
ω
。
暁

男
Φ
9
。
8
）
」
が
市
内
で
大
会
を
開
く
の
を
黙
認
し
、
物
議
を
か
も
し
だ
し
た
。
同
協
議
会
の
会
合
は
中
西
藩
中
で
拒
否
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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総
力
戦
の
名
の
も
と
に
愛
国
主
義
が
席
巻
す
る
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
、
シ
カ
ゴ
に
は
独
特
の
政
治
環
境
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
例

え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
背
景
に
、
戦
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
北
部
都
市
で
、
外
国
系
住
民
か
ら
投
票
権
を

剥
奪
す
る
識
字
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
る
が
、
シ
カ
ゴ
で
は
そ
う
し
た
事
態
は
起
こ
ら
な
い
。
戦
時
下
に
な
お
こ
の
都
市
で
は
、
ド
イ
ツ
系
の
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ッ
カ
ー
の
よ
う
な
旧
移
民
が
影
響
力
を
保
持
で
き
る
状
況
が
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
シ
カ
ゴ
の
エ
リ
ー
ト
全
体
が
戦
争
努
力
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
シ
カ
ゴ
を
拠
点
と
す
る
イ
リ
ノ
イ
州

の
国
防
会
議
（
O
O
¢
づ
O
一
一
〇
h
Z
鋤
什
一
〇
］
P
鋤
一
】
∪
Φ
譜
】
P
ω
の
）
は
、
こ
の
半
官
半
民
の
戦
争
動
員
機
関
に
お
い
て
、
全
国
運
動
を
主
導
す
る
「
旗
手
」
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
人
物
は
第
二
章
で
ふ
れ
た
ハ
ル
ハ
ウ
ス
の
ル
イ
ー
ズ
・
ボ
ー
エ
ン
だ
っ
た
。
ボ
ー
エ
ン
は
、
一
九
一
七
年
春
に
国
防

会
議
運
動
に
賛
同
し
、
自
ら
国
防
会
議
女
性
委
員
会
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
こ
の
組
織
の
求
心
力
は
凄
ま
じ
く
、
州
全
体
で
約
七
〇
万
人
の
女

性
を
戦
争
協
力
者
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
ボ
ー
エ
ン
が
同
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
際
、
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
や

ア
ダ
ム
ズ
と
と
も
に
育
成
し
て
き
た
女
性
ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
し
い
愛
国
運
動
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
州
国
防
会
議
の
下
部
組
織
と
な
っ
た
女
性
ク
ラ
ブ
の
活
躍
は
、
特
に
児
童
福
祉
と
社
会
衛
生
の
分
野
で
目
覚
ま
し
く
、
、
青
少
年
の

「
建
設
的
な
娯
楽
」
の
実
地
指
導
と
公
衆
衛
生
に
関
す
る
講
演
活
動
の
た
め
に
、
三
百
人
の
講
師
を
育
成
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
ボ
ー
エ

ン
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ォ
ス
デ
ィ
ッ
ク
（
目
黒
B
o
巳
じ
d
’
閃
。
ω
士
爵
）
の
訓
練
基
地
委
員
会
（
O
o
日
巨
ω
ω
δ
p
o
o
6
N
9
。
嘗
ぎ
⑤
q

g
B
b
＞
a
＜
惹
Φ
ω
）
や
Y
M
C
A
の
活
動
と
呼
応
す
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
、
戦
後
の
イ
リ
ノ
イ
州
社
会
衛
生
部
公
衆
衛
生
局
の
設
立
に
つ

な
が
る
流
れ
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
改
革
と
道
徳
秩
序
、
医
療
・
公
衆
衛
生
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
一
体
化
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

可
能
性
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
で
も
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
戦
時
下
に
ボ
ー
エ
ン
が
推
進
し
た
、
広
域
の
統
合
的
な
公
衆
衛
生
行
政
は
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
都
市
改
革
者
が
待
望
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

も
の
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
も
は
や
民
主
的
な
都
市
意
識
に
立
脚
し
た
自
発
的
な
運
動
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

シ
カ
ゴ
の
テ
ナ
メ
ン
ト
改
善
運
動
は
、
深
刻
な
分
裂
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
ア
ダ
ム
ズ
は
婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
（
乏
。
日
窪
．
ω
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國
算
Φ
簑
薮
8
蝕
い
紹
ゆ
q
器
響
℃
＄
8
き
α
写
Φ
①
縣
。
讐
）
な
ど
国
際
的
な
平
和
運
動
に
力
を
割
き
、
そ
の
　
方
で
、
都
市
住
宅
協
会
（
C
H
A
）
の
ハ

ン
タ
ー
は
戦
争
支
持
を
表
明
し
て
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
か
ら
離
脱
し
、
女
性
ク
ラ
ブ
は
愛
国
運
動
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
都
市
改
革
の
主
流

は
、
次
章
で
見
る
、
新
し
い
世
代
の
専
門
家
や
研
究
者
の
学
術
調
査
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
時
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
解
体
は
多
方
面
で
進
ん
で
い
た
。
自
由
の
気
風
を
誇
っ
た
シ

カ
ゴ
の
ア
メ
リ
カ
化
運
動
さ
え
も
愛
国
的
色
彩
を
帯
び
始
め
た
。
ハ
リ
ス
信
託
貯
蓄
銀
行
の
ア
ル
バ
ー
ト
・
ハ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
シ
カ
ゴ
財

界
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
J
・
O
・
ア
ー
マ
ー
ら
の
力
を
借
り
て
、
シ
カ
ゴ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
な
る
民
間
基
金

を
立
ち
上
げ
、
大
規
模
な
戦
時
ア
メ
リ
カ
化
運
動
を
組
織
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
は
、
市
内
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
愛
国
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

夜
間
の
学
習
懸
章
を
と
お
し
て
共
同
体
意
識
と
国
家
忠
誠
を
滴
養
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
「
天
命
の
都
市
」
シ
カ
ゴ
を
構
成
し
た
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
無
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
や
国
家
の
基
礎
構
成
単
位
と
し
て
動
員
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　
都
市
計
画
の
分
野
で
も
、
「
都
市
」
は
国
家
へ
の
従
属
を
深
め
て
い
た
。
象
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
全
国
都
市
計
画
会
議
（
瓢
O
O
勺
）
が
、
軍
事

目
的
の
住
宅
建
設
に
積
極
的
に
協
力
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
会
議
は
戦
争
協
力
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
都
市
計
画
研
究
所
（
》
B
Φ
旨
磐
Ω
¢

葱
き
巳
お
ぎ
ω
葺
暮
Φ
）
を
新
設
し
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
が
長
と
な
っ
た
。
こ
の
都
市
美
化
運
動
の
重
鎮
は
、
戦
時
を
通
じ
て
新
兵
用
の
兵
舎
の

増
築
に
尽
力
し
、
戦
時
連
邦
造
船
局
な
ど
の
数
十
に
お
よ
ぶ
労
働
者
用
住
宅
地
を
設
計
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
で
、
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
隔
の
共
著
者
で
も
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ネ
ッ
ト
（
臣
≦
喫
α
目
ゆ
①
目
の
ε
は
、
イ
リ
ノ
イ

州
キ
ャ
ン
プ
・
グ
ラ
ン
ト
の
造
成
に
挙
上
計
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
与
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ナ
メ
ン
ト
改
革
者
L
・
ヴ
ェ
イ
ラ
ー
は
、
陸
軍
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
協
力
し
て
兵
舎
の
適
正
収
容
人
数
を
助
書
し
て
い
た
。

　
シ
カ
ゴ
で
も
都
市
計
画
は
愛
国
を
求
め
ら
れ
た
。
ワ
ッ
カ
ー
は
戦
時
の
資
材
難
の
中
で
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
を
フ
ォ
ー
ト
シ
ェ
リ
ダ
ン
と
シ
カ

ゴ
さ
ら
に
五
大
湖
海
軍
訓
練
基
地
を
結
ぶ
軍
事
的
事
業
だ
と
説
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
戦
争
中
も
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
は

継
続
さ
れ
、
一
七
年
一
二
月
に
一
二
丁
目
の
拡
幅
工
事
が
、
二
〇
年
ま
で
に
ミ
シ
ガ
ン
通
り
の
架
橋
が
完
成
し
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
市
長
は
、
不
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忠
誠
問
題
を
覆
い
隠
す
か
の
よ
う
に
、
公
共
事
業
に
精
力
を
傾
け
た
の
で
あ
り
、
バ
ー
ナ
ム
が
残
し
た
都
市
計
画
は
格
好
の
シ
ナ
リ
オ
を
提
供

し
て
い
た
。
　
九
年
四
月
の
市
長
選
挙
で
ト
ン
プ
ソ
ン
は
地
滑
り
的
勝
利
を
お
さ
め
た
。
戦
時
国
家
に
よ
る
都
市
動
員
は
、
文
化
的
な
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
都
市
意
識
を
破
壊
し
つ
つ
も
、
行
政
体
と
し
て
の
市
政
の
膨
張
と
＝
兀
化
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

①
冒
器
》
匿
塁
ρ
、
乏
芝
9
Φ
芝
m
a
し
u
o
ω
ω
ぎ
蕾
．
、
竈
鴨
O
ミ
。
罫
雪
（
〉
實
躍

　
b
。
」
○
。
㊤
○
。
）
”
○
。
謬
i
Q
。
b
っ
一
〉
σ
ぴ
9
酵
、
暴
鴨
ぼ
、
執
§
§
鼻
①
緊
①
o
。
■

②
し
d
毎
8
ζ
．
ω
β
く
ρ
、
、
ぎ
吋
。
曾
。
け
ご
p
、
．
ω
冨
く
Φ
。
餌
ニ
ミ
い
§
b
σ
翁
り
騎
・
く
騨
×
〈
ご
山

　
田
史
郎
「
都
市
扁
ア
メ
リ
カ
学
会
訳
編
門
原
典
ア
メ
リ
カ
史
社
会
史
史
料
集
㎞

　
（
山
石
波
書
店
、
　
二
〇
〇
六
年
）
　
一
五
四
－
一
六
四
頁
。

③
ζ
匿
器
窪
》
．
田
雪
蹟
鴛
、
Ω
。
昆
輿
壁
ユ
隼
σ
雪
℃
o
薮
＄
一
菊
魯
§
一
↓
冨

　
Ω
畠
Ω
善
き
儀
夢
Φ
≦
o
B
壁
．
ω
Ω
蔓
Ω
昌
o
h
O
誓
。
お
。
ぎ
9
Φ
零
。
讐
Φ
ω
ω
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第
五
章
　
ゾ
　
　
ン
都
市

「
想
像
の
同
心
円
」
と
人
種
隔
離

　
第
～
次
大
戦
期
の
政
治
経
済
は
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
頃
に
は
芽
生
え
て
い
た
都
市
改
革
の
一
般
的
傾
向
　
　
専
門
家
な
い
し
は
エ
ン
ジ
ニ

ア
的
手
法
と
都
市
規
模
で
の
行
政
的
対
策
　
　
を
助
長
す
る
面
を
持
っ
た
が
、
他
方
、
新
し
い
不
安
定
要
素
を
生
み
出
し
て
も
い
た
。
ひ
と
つ

は
、
人
口
構
成
に
関
わ
る
変
化
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
が
停
止
す
る
…
方
で
、
約
六
万
人
の
南
部
黒
人
が
食
肉
加

工
等
の
軍
需
関
連
産
業
に
職
を
求
め
て
流
入
し
、
シ
カ
ゴ
の
黒
人
人
口
は
＝
万
人
近
く
に
な
っ
た
。
黒
人
の
増
加
は
一
九
二
〇
年
代
を
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
継
続
し
、
三
〇
年
に
は
一
一
三
万
人
を
越
え
る
。
こ
の
現
象
は
、
シ
カ
ゴ
の
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
関
係
に
新
た
な
緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

今
ひ
と
つ
の
不
安
定
要
素
は
、
右
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、
戦
争
が
惹
起
し
た
暴
力
と
民
族
主
義
の
感
情
が
、
都
市
意
識
が
希
薄
化
す
る
申
で
、

噴
出
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
の
外
国
系
人
口
が
｝
九
二
〇
年
に
な
お
一
九
五
万
人
に
及
ん
だ
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
影
響

は
計
り
知
れ
な
い
。
事
実
、
戦
争
直
後
の
時
期
に
は
、
人
種
、
民
族
に
関
わ
る
暴
力
事
件
が
頻
発
し
、
都
市
秩
序
は
大
き
く
動
揺
し
た
の
だ
っ

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
新
興
の
専
門
家
や
研
究
者
の
問
で
は
、
新
し
い
都
市
観
　
　
す
な
わ
ち
、
都
市
内
部
を
制
度
的
に
区
画
化
す
る
こ
と
で
、

諸
集
団
の
流
動
、
衝
突
を
最
小
化
し
よ
う
と
す
る
思
考
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
に
分
画
化
（
N
o
5
0
α
）
さ
れ
た
新
し
い
都
市
イ
メ
ー
ジ

を
、
本
稿
で
は
「
ゾ
ー
ン
都
市
」
と
呼
ぶ
。
以
下
、
戦
後
の
状
況
を
や
や
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　
す
で
に
、
終
戦
聞
も
な
い
、
一
九
一
九
年
春
ま
で
に
シ
カ
ゴ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
問
の
関
係
は
極
度
に
悪
化
し
て
い
る
。
移
民
の
中
で
も
、

こ
の
戦
争
を
祖
国
の
独
立
な
い
し
再
生
の
機
会
と
見
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
等
の
集
団
は
、
祖
国
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
大
規
模
に
動
員
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
紛
争
の
背
景
に
あ
っ
た
。
～
九
一
九
年
五
月
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
、
二
万
五
千
人
が

ル
ー
プ
で
、
新
生
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ポ
グ
ロ
ム
に
抗
議
す
る
デ
モ
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
翌
六
月
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
側
が
報
復
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

え
を
見
せ
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
一
二
丁
目
で
入
千
人
の
両
得
族
が
に
ら
み
合
い
二
五
〇
人
の
警
官
が
出
動
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
七

月
中
旬
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
民
族
主
義
者
の
イ
ー
モ
ン
・
デ
ヴ
ァ
レ
ラ
が
シ
カ
ゴ
を
訪
れ
る
と
、
二
万
五
千
人
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
市
民
が
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③

独
立
運
動
を
支
持
し
て
野
球
場
で
の
講
演
会
に
殺
到
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
週
間
後
の
七
月
末
に
は
、
ア
メ
リ
カ
史
上
最
悪
の
人
種
暴
動
が

サ
ウ
ス
サ
イ
ド
で
勃
発
し
た
。
暴
動
の
中
で
、
｝
二
八
名
（
う
ち
二
三
名
が
里
…
人
）
が
殺
害
さ
れ
、
五
三
七
名
（
＝
西
二
名
が
黒
人
）
が
負
傷
、
約
千

人
が
家
崖
を
焼
失
し
た
。
騒
擾
の
酋
謀
者
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
二
世
の
ギ
ャ
ン
グ
集
団
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
犠
牲
者
の
多
く
は
、
ブ
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ク
ベ
ル
ト
か
ら
白
人
高
級
住
宅
地
の
、
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
や
ケ
ン
ウ
ッ
ド
近
く
に
転
入
し
た
黒
人
中
産
階
級
だ
っ
た
。

　
シ
カ
ゴ
の
財
界
エ
リ
ー
ト
や
都
市
改
革
者
は
、
こ
う
し
た
混
乱
の
本
質
を
再
び
都
市
環
境
の
問
題
に
求
め
た
。
暴
動
直
後
の
一
九
年
八
月
、

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
動
の
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
や
リ
ベ
ラ
ル
派
財
界
人
J
・
ロ
ー
ゼ
ン
ウ
ォ
ル
ド
等
は
、
設
立
聞
も
な
い
都
市
連
盟
（
O
げ
冨
帥
q
。
¢
誉
9
。
臣

冨
お
器
）
と
と
も
に
、
シ
カ
ゴ
人
種
関
係
委
員
会
（
O
訂
。
品
o
O
。
ヨ
邑
ω
。
・
δ
o
o
p
円
四
8
圏
簿
δ
房
）
を
組
織
し
、
暴
力
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止

策
の
策
定
に
あ
た
ら
せ
た
。
人
種
関
係
委
員
会
は
、
二
一
年
十
二
月
、
二
年
半
こ
え
る
調
査
を
終
え
て
最
終
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ

で
重
点
が
置
か
れ
た
議
論
は
、
戦
争
中
に
南
部
か
ら
移
住
し
た
貧
し
い
里
…
人
の
住
宅
問
題
だ
っ
た
。
報
告
書
に
よ
る
と
、
四
三
％
の
シ
カ
ゴ
里
…

人
が
「
ほ
と
ん
ど
住
む
に
値
し
な
い
…
…
荒
れ
果
て
、
崩
れ
落
ち
そ
う
な
」
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
移
住
者
の
増
加
に
と
も

な
う
住
環
境
の
悪
化
と
ス
ラ
ム
の
膨
張
が
、
黒
人
中
産
階
級
の
白
人
地
区
へ
の
転
出
を
促
し
、
暴
動
を
惹
起
し
た
と
い
う
。
人
種
関
係
委
員
会

は
解
決
策
と
し
て
、
「
強
制
的
な
し
人
種
隔
離
を
支
持
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ス
ラ
ム
の
膨
張
と
黒
人
人
口
の
流
動
化
が
問
題
の
根
本
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
と
考
え
、
「
調
和
を
欠
い
た
土
地
利
用
か
ら
く
る
不
動
産
の
荒
廃
を
防
ぐ
べ
く
」
一
般
的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
報
告
書
の
叙
述
に
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
発
展
し
た
社
会
科
学
者
に
よ
る
都
市
調
査
運
動
の
影
響
が
濃
厚
に
看
取
さ
れ
る
。
こ

こ
で
い
う
都
市
調
査
と
は
、
特
定
の
都
市
全
体
を
包
括
的
に
カ
バ
ー
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
、
地
域
の
産
業
や
住
民
の
生
活
実
態
に
つ
い

て
数
量
的
な
評
価
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
あ
る
種
の
社
会
行
動
を
説
明
す
る
営
み
を
い
う
。
そ
う
し
た
都
市
レ
ベ
ル
で
の
包
括
的

な
調
査
は
一
九
〇
九
年
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
、
経
済
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
コ
モ
ン
ズ
ら
が
従
事
し
た
も
の
が
代
表
的
で
、
そ
の
後
全
米
の
都
市
に

広
が
っ
た
。
シ
カ
ゴ
で
は
、
第
～
次
大
戦
直
前
の
時
期
か
ら
、
元
ハ
ル
ハ
ウ
ス
の
レ
ジ
デ
ン
ト
で
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
福
祉
学
部
の
エ
デ
ィ
ス
・

ア
ボ
ッ
ト
（
国
伍
芽
諺
げ
σ
。
巳
と
ソ
フ
ォ
ニ
ズ
バ
・
ブ
リ
ッ
ケ
ン
リ
ッ
ジ
（
ω
。
喜
。
巳
ω
σ
p
勺
b
づ
器
簿
①
霞
目
猪
Φ
）
の
グ
ル
ー
プ
が
広
範
囲
の
環
境
調
査

239 （239）



を
試
み
て
い
た
。
彼
女
ら
の
調
査
は
、
当
初
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
、
シ
カ
ゴ
全
域
の
移
民
労
働
者
地
区
か
ら
は
じ
め
ま
り
、
一
九
～
二
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト
の
過
密
問
題
に
も
メ
ス
を
入
れ
た
。

　
こ
の
時
期
の
都
市
調
査
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
学
術
研
究
と
し
て
の
未
熟
さ
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
社
会
学
者
マ
ー
チ
ィ
ン
・
ブ
ル

マ
ー
は
、
こ
の
運
動
が
の
ち
の
よ
り
客
観
的
な
社
会
学
調
査
と
は
異
な
り
、
目
的
論
的
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
が
強
か
っ
た
と
批

判
す
る
。
た
し
か
に
、
ブ
リ
ッ
ケ
ン
リ
ッ
ジ
等
の
調
査
報
告
で
も
、
過
密
と
道
徳
的
堕
落
の
関
係
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
あ
る
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
旧
さ
」
が
散
見
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
世
紀
転
換
期
の
『
ハ
ル
ハ
ウ
ス
地
図
隔
や
都
市
住
宅
協
会
の
『
テ
ナ
メ
ン
ト
状
況
隔
と

比
較
す
る
と
、
は
る
か
に
シ
カ
ゴ
と
い
う
都
市
全
体
の
構
造
を
統
計
的
、
科
学
的
に
分
析
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。

　
都
市
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
新
し
い
潮
流
は
、
戦
中
、
戦
後
の
シ
カ
ゴ
学
派
社
会
学
の
隆
盛
に
よ
っ
て
さ
ら
に
先
鋭
な
も
の
と
な
る
。
一
九
＝
二

年
に
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
学
部
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
に
加
わ
っ
た
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
ク
（
国
O
σ
Φ
増
け
　
閏
評
　
℃
江
山
貯
）
は
こ
れ
ま
で
南
部
の
ブ
ッ
カ
ー
・

T
・
ワ
シ
ン
ト
ン
黒
人
向
上
運
動
を
秘
書
と
し
て
支
え
て
き
た
人
物
で
、
一
九
一
六
年
、
ロ
ー
ゼ
ン
ウ
ォ
ル
ド
の
資
金
援
助
を
受
け
て
、
南
部

か
ら
の
黒
人
移
住
者
の
支
援
を
目
的
と
す
る
シ
カ
ゴ
都
市
連
盟
を
創
設
し
た
。
～
九
年
の
人
種
暴
動
後
、
パ
ー
ク
と
都
市
連
盟
は
、
前
出
の
人

種
関
係
委
員
会
の
発
足
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
シ
カ
ゴ
大
パ
ー
ク
研
究
室
の
大
学
院
生
だ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
O
冨
琴
ω
ψ

冒
ぎ
ω
8
）
を
執
行
書
記
に
就
任
さ
せ
る
な
ど
、
同
委
員
会
の
調
査
活
動
、
報
告
書
作
成
に
絶
大
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
だ
っ
た
。

　
お
そ
ら
く
本
稿
と
の
関
連
で
重
要
な
パ
ー
ク
の
学
風
は
、
彼
の
都
市
生
態
学
で
あ
ろ
う
。
一
九
～
＝
年
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ェ
ス

（
卑
器
ω
け
≦
じ
σ
¢
お
Φ
ω
ω
）
と
の
共
著
で
刊
行
し
た
『
科
学
と
し
て
の
社
会
学
序
説
』
は
、
自
然
環
境
へ
の
適
・
不
適
に
よ
り
植
生
が
変
化
す
る

植
物
生
態
の
メ
タ
フ
ァ
ー
か
ら
、
都
市
の
人
間
行
動
を
説
明
す
る
画
期
的
な
議
論
を
含
ん
で
い
た
。
こ
こ
で
彼
が
問
題
に
し
た
の
は
異
な
る
階

級
、
文
化
、
人
種
の
「
住
み
分
け
」
と
そ
の
境
界
の
流
動
性
で
あ
る
。
境
界
線
上
で
は
常
に
新
た
な
侵
略
と
紛
争
が
起
こ
り
、
や
が
て
は
都
市

社
会
の
「
植
生
」
も
変
化
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
見
方
は
、
都
市
の
景
観
や
住
環
境
と
市
民
性
や
道
徳
秩
序
と
を
結
び
つ
け
た
旧
来
の
都
市
認

識
と
は
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
パ
ー
ク
は
民
族
や
人
種
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
第
一
次
集
団
を
リ
ア
ル
な
存
在
と
し
て
重
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生
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
都
市
全
体
を
備
請
す
る
客
観
的
な
視
点
を
保
ち
な
が
ら
も
、
都
市
空
間
が
多
元
的
構
造
に
分
画
さ
れ
る
こ
と
を
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

然
視
す
る
。
そ
れ
は
道
徳
的
な
環
境
主
義
や
「
都
市
意
識
」
論
と
は
一
線
を
画
し
た
、
社
会
科
学
の
都
市
観
だ
っ
た
。

　
『
序
説
臨
の
も
う
一
人
の
著
者
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
は
助
教
時
代
の
　
九
一
六
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ロ
ー
レ
ン
ス
の
都
市
調
査
に
参
加
し

た
経
験
を
持
つ
若
手
研
究
者
で
、
二
五
年
に
は
、
や
は
り
パ
ー
ク
等
と
の
共
著
『
都
市
輪
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
都
市
ゾ
ー
ン
モ
デ

ル
図
を
発
表
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
中
心
部
の
ル
ー
プ
か
ら
外
へ
向
け
て
円
環
状
に
都
市
が
複
数
の
異
な
る
ゾ
ー
ン
ー
す
な
わ
ち

遷
移
帯
（
ス
ラ
ム
）
、
労
働
者
居
住
区
、
中
産
階
級
宅
地
、
郊
外
住
宅
地
、
で
構
成
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
各
ゾ
ー
ン
は
、
内
側
の
集
団
が

外
側
の
集
団
を
侵
攻
す
る
こ
と
で
常
に
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
都
市
空
間
の
流
動
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
遷
移
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
N
o
器
。
団
9
き
ω
ご
。
じ
な
る
危
険
領
域
が
明
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
図
は
、
近
年
、
特
に
都
市
・
郊
外
関
係
を
専
門
と
す
る
都
市
研
究
者
な
ど
か
ら
、
そ
の
恣
意
性
、
不
正
確
さ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
地
図
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
ま
り
に
も
強
く
後
代
の
都
市
研
究
者
の
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
縛
り
続
け
て
き
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
に
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
「
想
像
の
同
心
円
」
そ
の
も
の
が
持
つ
歴
史
性
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
も
考

慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
・
モ
デ
ル
の
ル
ー
ツ
を
、
～
九
世
紀
末
以
来
、
シ
カ
ゴ
で
何
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
作
成
さ
れ
て
き
た
不
動
産
開
発
用
の
同
心
円
図
に
求
め
る
都
市
史
研
究
者
エ
レ
ン
・
ル
イ
ネ
ッ
ク
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
た
し
か
に
、
本
稿

で
も
見
て
き
た
よ
う
に
同
心
円
の
描
か
れ
た
地
図
は
、
一
〇
年
以
上
前
の
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
㎞
や
『
ワ
ッ
カ
ー
手
引
書
隔
の
中
で
も
、
頻
繁
に

活
用
さ
れ
て
お
り
、
ル
ー
プ
の
中
心
性
、
都
市
の
多
元
性
と
膨
張
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
表
現
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
し
て
、
同
時
代
の
歴
史
文
脈
に
照
ら
し
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
と
シ
カ
ゴ
学
派
に
お
け
る
遷
移
帯
の
表
象
で
あ
ろ
う
。
民
族

間
対
立
が
常
態
化
し
、
大
規
模
な
人
種
暴
動
を
経
験
し
た
第
一
次
大
戦
後
の
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
、
遷
移
帯
は
都
市
秩
序
の
脅
威
で
あ
っ
た
。
人

種
関
係
委
員
会
報
告
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
遷
移
帯
の
「
調
和
を
欠
い
た
土
地
利
用
」
が
不
動
産
価
値
を
低
落
さ
せ
、
さ
ら
な
る
暴
力
を
予
感

さ
せ
る
。
つ
ま
り
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
研
究
に
お
け
る
遷
移
帯
の
可
視
化
に
は
、
都
市
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
事
実
上
の
人
種
隔
離
を
正
当
化
す
る
論
理
が
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⑫

含
ま
れ
て
い
た
。
実
際
シ
カ
ゴ
で
は
、
第
一
次
大
戦
中
か
ら
大
手
不
動
産
業
の
業
界
団
体
、
シ
カ
ゴ
不
動
産
委
員
会
が
条
例
に
よ
る
人
種
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
強
く
市
議
会
に
働
き
か
け
て
い
た
。
条
例
に
よ
る
居
住
区
の
人
種
隔
離
自
体
は
、
一
九
一
七
年
の
連
邦
最
高
裁
で
否
決
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
も
か
た
ち
を
変
え
て
、
都
市
を
同
質
的
な
幾
つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
分
離
、
編
成
し
た
い
と
い
う
願
望
は
持
続
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
そ

う
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
運
動
の
申
に
シ
カ
ゴ
都
市
計
画
の
人
脈
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
、
ト
ン
プ
ソ
ン
市
長
が
設
置
し
た
市

ゾ
ー
ニ
ン
グ
委
員
会
に
は
C
・
ワ
ッ
カ
ー
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
た
。
二
三
年
に
は
、
連
邦
の
都
市
区
画
授
権
法
の
成
立
を
受
け
て
、
こ
の
委

員
会
の
勧
告
に
も
と
つ
く
シ
カ
ゴ
初
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
が
成
立
す
る
。
そ
れ
は
建
物
の
高
さ
、
間
口
の
広
さ
を
管
理
す
る
、
特
定
地
区
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

理
的
環
境
の
保
全
策
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
条
例
案
を
起
草
し
た
の
は
、
『
シ
カ
ゴ
の
計
画
』
の
共
著
者
、
E
・
ベ
ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
。

　
付
言
す
べ
き
は
、
既
存
の
住
環
境
改
革
者
の
立
ち
位
置
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
マ
ク
ダ
ウ
ェ
ル
は
、
二
〇
年
代
に
入
っ
て
も

モ
デ
ル
・
テ
ナ
メ
ン
ト
や
公
営
住
宅
の
運
動
を
続
け
て
い
た
が
、
建
物
環
境
の
公
的
規
制
と
し
て
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
否
定
的
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ロ
ー
ゼ
ン
ウ
ォ
ル
ド
は
二
〇
年
代
後
半
に
、
「
ミ
シ
ガ
ン
通
り
ガ
ー
デ
ン
・
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」
と
い
う
住
宅
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
立
地
は
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ル
ト
内
の
四
六
丁
目
で
あ
り
、
入
居
者
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
黒
人
中
産
階
級
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
人
種
関
係
委
員
会
が
示
唆
し
た
強
制
的
で
は
な
い
隔
離
と
し
て
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
容
認
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
い
わ

ゆ
る
制
限
的
約
款
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
刻
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
一
七
年
判
決
を
迂
回
す
べ
く
、
民
間
の
不

動
産
契
約
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
を
カ
バ
ー
）
に
、
黒
人
へ
の
譲
渡
、
売
却
を
認
め
な
い
約
款
を
付
帯
さ
せ
る
制
度
だ
っ
た
。
標
準
と
な
る
約
款

案
を
作
成
し
た
の
は
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
法
学
者
、
ネ
イ
サ
ン
・
マ
ッ
ク
チ
ェ
ス
ニ
ー
（
Z
島
。
筈
き
≦
ζ
鋤
o
O
冨
ω
器
《
）
だ
っ
た
。
彼

も
ま
た
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
執
行
委
員
の
～
人
で
あ
っ
た
。
総
体
性
を
も
っ
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
て
き
た
は
ず
の
都
市
計
画
者
は
、
今
や

都
市
の
人
種
的
な
分
画
化
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
制
限
約
款
は
瞬
く
問
に
市
内
全
域
に
広
ま
っ
て
い
く
。
か
つ
て
B
・
ロ
ー
ゼ
ン

タ
ー
ル
が
移
民
低
所
得
者
用
に
分
譲
し
た
八
七
丁
目
ガ
ー
デ
ン
・
ホ
ー
ム
（
二
一
年
に
建
設
を
中
断
す
る
も
、
既
入
居
者
を
中
心
に
残
存
）
の
よ
う

な
労
働
階
級
の
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
で
が
、
二
九
年
に
は
同
約
款
を
採
択
し
て
い
る
。
物
質
的
な
建
造
環
境
基
準
に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
と
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不
動
産
制
限
約
款
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
二
〇
年
代
後
半
ま
で
に
シ
カ
ゴ
に
は
「
事
実
上
の
」
人
種
隔
離
が
成
立
し
た
。
こ
こ
に
現
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

都
市
の
空
間
秩
序
は
、
少
な
く
と
も
一
九
六
〇
年
代
中
葉
ま
で
継
続
す
る
だ
ろ
う
。
衝
撃
都
市
を
生
き
る
な
か
で
構
想
さ
れ
た
統
合
的
な
都
市

意
識
は
す
で
に
瓦
解
し
、
分
断
さ
れ
た
空
間
が
ア
メ
リ
カ
都
市
の
「
自
然
な
」
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

衝撃都市からゾーン都市へ（申野）

①
q
ω
■
し
d
霞
Φ
霊
o
h
昏
Φ
O
睾
釜
ω
■
き
ミ
討
§
き
G
§
簑
9
＜
o
轡
b
。
（
一
8
0
）
．
α
ド

②
≧
饗
ミ
、
募
ミ
，
ζ
。
。
＜
b
。
。
。
」
㊤
峯
9
冨
ぴ
q
o
鳴
。
邑
α
q
旨
じ
磐
ゆ
Q
＝
p
。
α
q
Φ
甲
Φ
ω
。
。

　
ω
ロ
「
〈
Φ
ざ
男
Φ
α
Φ
「
摯
。
一
≦
O
認
∩
〉
『
q
①
口
O
ざ
斗
O
「
騨
℃
搬
O
冨
O
房
＞
O
き
騨
巳
の
q
鋤
口
O
戸

　
6
ω
①
山
ゆ
自
一
G
ミ
q
轟
o
b
ミ
熔
↓
識
見
ミ
魯
｝
属
5
の
○
◎
．
這
お
．
旨
煽
質
Φ
O
噂
お
這
一

　
b
暮
露
ミ
～
隷
§
貯
簿
。
§
、
㌧
冒
5
Φ
卜
。
メ
一
㊤
一
〇
（
0
閃
ピ
℃
ω
）
…
戦
争
中
の
在
米
ポ
ー
ラ
ン

　
ド
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
中
野
耕
太
郎

　
門
祖
国
ナ
シ
ョ
ナ
り
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
愛
国
ー
シ
カ
ゴ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
移
民

　
一
」
、
樋
口
映
美
、
中
條
献
編
讐
歴
史
の
な
か
の
「
ア
メ
リ
カ
天
一
国
民
化

　
を
め
ぐ
る
語
り
と
創
造
睡
（
彩
流
社
、
工
○
〇
六
年
）
二
四
七
。
二
七
三
頁
。

　
》
コ
脅
N
Φ
一
囚
鋤
営
ω
N
①
要
。
。
導
．
．
℃
o
房
7
冨
≦
冨
『
O
o
昌
虫
。
お
冒
〉
ヨ
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翫
B
コ
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勺
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ω
℃
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①
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口
評
Φ
Φ
鋤
ω
p
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○
器
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ω
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目
《
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．
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融
§
の
ミ
ミ
舞
轟
ρ
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ρ
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〉
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口
四
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O
O
b
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■
）
　
0
山
Q
。
も
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照
の
こ
と
。

③
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ζ
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④
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冒
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瓢
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．

⑤
中
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耕
太
郎
「
二
十
世
紀
国
罠
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序
と
人
種
の
暴
力
－
一
九
一
九
年
シ
カ
ゴ

　
人
種
暴
動
の
検
討
」
、
『
歴
史
科
学
』
第
二
〇
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
、
五
ニ
ー
七

　
〇
頁
。
↓
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δ
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．
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①
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勺
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ω
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．
一
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O
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甲
嵩
－
恕
．

⑧
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甲
器
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し
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ω
ω
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①
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ω
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、
．
門
冨
ω
8
巨
ω
豪
く
。
質
諺
霊
Φ
一
α
貯
O
。
湯
一
目
g
…
＜
Φ

　
ω
霞
5
0
Φ
σ
《
U
①
0
9
。
答
臼
Φ
雛
誘
。
｛
ω
o
臨
9
0
ゆ
q
ざ
．
、
』
ミ
ミ
蹄
ミ
～
、
ミ
ミ
隷
ミ
ミ
っ

　
⑦
8
凡
ミ
軽
b
ド
き
』
（
』
鐸
二
一
㊤
H
①
）
詠
旨
i
㎝
0
9
ω
口
お
①
ω
ω
’
、
．
↓
冨
O
「
o
≦
魯
。
鴎

　
窪
Φ
Ω
畠
日
＞
o
冒
瞠
。
砂
質
。
口
。
昌
8
曽
幻
Φ
ω
Φ
碧
∩
『
勺
8
冨
9
、
．
．
ぎ
菊
。
σ
①
答
国
．
℃
霞
ぎ

　
国
讐
Φ
ω
什
を
．
じ
d
霞
臓
Φ
ω
。
。
’
幻
巳
興
”
o
｝
肉
∪
．
ζ
o
｝
お
コ
巴
ρ
箋
ミ
Ω
電
（
O
げ
冨
禮
ρ

　
産
油
y
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
研
究
全
般
に
つ
い
て
は
、
西
娼
知
亨
「
E
・
W
・
バ
…

　
ジ
ェ
ス
の
社
会
政
策
論
一
社
会
改
良
・
計
纒
・
福
祉
の
展
開
」
『
京
都
女
子
大

　
学
現
代
社
会
研
究
』
一
〇
五
－
＝
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

⑩
空
。
匿
巳
田
鼠
ω
p
。
巳
菊
。
σ
Φ
「
什
冨
乱
ω
．
、
、
O
。
謬
窪
g
籔
鐙
国
臣
巳
ス
＜
）
N
8
①
u

　
ζ
δ
器
℃
お
ω
①
葺
臼
。
け
δ
コ
の
。
団
〉
ヨ
賃
ざ
磐
Ω
瓜
の
ω
磐
α
ω
ロ
σ
¢
吾
。
。
．
｝
Φ
O
O
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O
．
．

　
毎
ミ
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ぴ
駄
ミ
鴨
詮
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0
9
ミ
ご
、
隅
ミ
．
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ミ
ミ
烏
ミ
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O
鴨
武
§
壽
鴨
誘
、
Q
Q
O
◎
’
質
ρ
心
（
O
①
p

　
6
り
Q
。
）
　
露
卜
⊃
よ
も
Q
9
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⑪
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①
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⊃
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む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
の
検
討
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
衝
撃
都
市
に
生
ま
れ
た
二
〇
好
手
シ
カ
ゴ
の
都
市
改
革
は
、
先
行
す
る

世
代
の
環
境
主
義
、
わ
け
て
も
公
衆
衛
生
へ
の
高
い
感
度
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
都
市
環
境
を
す
こ
ぶ
る
社
会
的
な
も
の
と
見
た
点
で
特
徴
的
だ

っ
た
。
そ
れ
は
、
テ
ナ
メ
ン
ト
の
内
部
設
備
や
過
密
の
度
合
い
と
い
っ
た
私
的
空
間
と
、
街
路
の
景
観
や
公
園
と
い
っ
た
公
共
空
間
の
双
方
に

つ
い
て
、
能
動
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
推
奨
す
る
知
的
潮
流
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
基
礎
づ
け
る
前
提
と
し
て
、

階
級
的
な
「
二
分
化
」
を
放
置
せ
ず
、
都
市
を
統
合
的
な
有
機
体
と
見
る
視
点
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
都
市
認
識
上
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

は
、
建
築
基
準
を
厳
格
化
し
た
諸
条
例
の
制
定
を
実
現
す
る
な
ど
、
シ
カ
ゴ
の
建
造
環
境
に
＝
疋
の
影
響
を
与
え
た
。

　
だ
が
、
ス
ラ
ム
の
住
人
を
含
め
て
自
己
の
一
部
と
み
な
す
「
社
会
化
さ
れ
た
都
市
」
は
、
逆
説
的
に
彼
ら
を
内
的
な
「
病
」
と
し
て
他
者
化

し
、
隔
離
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
含
み
も
っ
て
い
た
。
病
原
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ
た
貧
者
や
移
民
、
有
色
人
な
ど
は
、
社
会
統
制
と
監

視
の
対
象
と
な
り
、
彼
ら
が
都
市
査
問
内
を
流
動
す
る
こ
と
自
体
が
、
潜
在
的
に
主
流
社
会
に
危
機
の
感
覚
を
惹
起
す
る
の
だ
っ
た
。
こ
の
傾

向
は
、
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
が
激
化
し
た
第
一
次
大
戦
後
に
さ
ら
に
拡
大
し
、
「
ゾ
ー
ン
都
市
」
を
求
め
る
社
会
的
素
地
を
成
し
た
。

　
二
〇
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
都
市
は
ま
た
、
都
市
内
部
の
小
共
同
体
と
の
関
係
、
都
市
外
部
の
国
家
と
の
関
係
の
双
方
に
お
い
て
、
激
動
を

経
験
し
た
。
ま
ず
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
都
市
改
革
に
お
け
る
専
門
家
・
研
究
者
の
調
査
・
急
雷
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
し
、
都
市

内
部
の
ワ
ー
ド
政
治
や
猟
官
制
は
次
第
に
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
の
広
報
担
当
ム
デ
ィ
ー
や
都
市
調
査
の
ブ
リ
ッ
ケ
ン
リ
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ッ
ジ
、
社
会
学
者
R
・
パ
ー
ク
な
ど
は
そ
う
し
た
専
門
家
の
先
駆
者
と
言
え
よ
う
。
他
方
、
第
一
次
大
戦
期
を
最
初
の
頂
点
と
し
て
、
国
家
が

都
市
生
活
に
介
入
す
る
度
合
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
都
市
を
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
世
界
と
し
て
感
じ
、
そ
の
団
結
を
称
揚
す
る
タ
イ

プ
の
改
革
雷
説
を
後
退
さ
せ
た
。
だ
が
、
戦
時
に
肥
大
化
し
た
国
家
権
威
は
改
革
の
リ
ソ
ー
ス
と
も
な
り
う
る
。
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
も
公
衆
衛

生
運
動
も
戦
争
政
策
に
適
合
す
る
限
り
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
。
そ
れ
は
市
長
の
権
能
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
ト
ン
プ
ソ
ン
市
長
は
、

国
家
か
ら
様
々
な
圧
力
を
受
け
な
が
ら
も
、
市
行
政
の
～
元
的
統
治
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
だ
が
、
総
力
戦
が
都
市
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
侵
食
し
た
こ
と
は
、
戦
後
の
シ
カ
ゴ
に
剥
き
出
し
の
人
種
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
対
立
を
招
く
一
因

に
な
っ
た
。
ま
た
、
先
述
の
都
市
改
革
に
内
包
さ
れ
た
他
者
創
出
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
民
間
暴
力
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
て
い
く
。
こ
う

し
た
背
景
を
も
つ
一
九
二
〇
年
代
の
都
市
政
治
に
お
い
て
は
、
薪
し
い
都
市
秩
序
観
に
も
と
つ
く
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
ひ
と
つ
の
キ
ー
概
念
と
な
っ

た
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
推
進
派
に
、
か
つ
て
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
に
集
っ
た
都
市
計
画
家
が
多
く
参
入
し
た
事
実
は
、
緩
や
か
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ

ト
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
こ
に
は
、
む
し
ろ
「
分
離
」
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
社
会
工
学
的
な
統

治
の
発
想
が
あ
り
、
そ
う
し
た
都
市
認
識
は
新
興
の
都
市
社
会
学
者
の
多
く
も
共
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
は
、
ま

さ
に
、
こ
の
秩
序
観
を
説
得
的
に
普
及
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。

　
そ
の
後
、
都
市
の
環
境
、
住
宅
政
策
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
連
邦
の
管
掌
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
都
市
行
政
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
相
対
的
に

低
下
す
る
。
し
か
し
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
理
論
の
信
奉
者
の
多
く
が
、
三
〇
年
代
以
降
も
連
邦
住
宅
局
な
ど
の
国
家
機
関
に
加
わ
る
な
ど
、
「
ゾ
ー

ン
都
市
」
の
影
響
力
は
永
続
的
で
す
ら
あ
る
。
そ
し
て
、
我
々
の
都
市
を
め
ぐ
る
下
知
も
ま
た
、
衝
撃
都
市
か
ら
ゾ
ー
ン
都
市
へ
と
い
う
コ
ン

テ
ク
ス
ト
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
冒
頭
で
引
い
た
ワ
ー
ナ
ー
の
『
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ー
の
郊
外
㎏
で
多
用
さ
れ
る
扇
状
の
同
心
円
図
は
、

バ
ー
ジ
ェ
ス
・
モ
デ
ル
に
都
心
と
郊
外
を
結
ぶ
動
線
を
書
き
加
え
た
も
の
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
シ
カ
ゴ
・
プ
ラ
ン
が
描
い
た
湖
岸

（
ル
ー
プ
）
と
市
西
部
の
郊
外
を
結
ぶ
｝
二
丁
目
再
開
発
の
図
と
も
似
て
い
る
。
さ
ら
に
甘
え
ば
、
膨
張
す
る
空
間
の
内
的
分
断
と
い
う
、

ワ
ー
ナ
ー
の
問
題
提
起
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
発
展
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
都
市
史
研
究
は
、
今
な
お
魔
法
の
同
心
円
の
呪
縛
の
中
に
あ
る
の
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か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
歴
史
学
の
語
り
は
、
「
分
断
さ
れ
た
空
間
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
都
市
の
現
状
に
、
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
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negliger，　car　une　etude　portant　sur　une　p6riode　plus　r6cente　la　suggere：　un

groupe　de　geographes　ayant　6tudi6　une　cohorte　de　retrait6s　des　ann6es　197e，

montre　que　les　immigr6s　a　Paris，　y　compris　les　etraRgers，　parlent　tres　peu

du　culturel，　comme　si　leur　origiRe　ne　posait　aucun　probleme　a　leur　vie

parisienne．　Afin　de　donner　pius　d’eclaircissement　a　ces　questioBs，　d’autres

points　de　vue　devraient　6tre　introduits，　notamment　une　recherche　sur　le　r6ie

des　6coles　pour　les　nouveaux　arrivants．　Cela　reste　a　faire．

　　　　　　　　　　　　From　Shock　City　to　the　Zoned　City：

Reconsidering　Urban　Reforms　in　Twentieth一　Century　Chicago

by

NAKANO　Kotaro

　　This　study　reconsiders　the　significance　of　the　intellectual　perceptions　of

the　“city”　in　the　history　of　the　United　States．　By　reviewing　the　pubiic

discourses　of　urban　elites　in　early　twentieth－century　Chicago，　1　try　to

elucidate　the　rise　and　fall　of　“city　consciousness，”　or　the　historical　city

identity　as　an　indivisible　organic　unity．　This　work　leads　to　the　further

exploration　on　another　aspect　of　the　same　development，　that　is，　the　origin　of

the　current　civic　image　as　one　of　ecologically　divided　space．　ls　the　city　a

socially　integrated　entity　or　a　space　with　many　boundaries　defined　by　class，

gender，　religion，　race　and　so　on？　1　observe　a　historical　dynamism　of　the

twentieth－century　urban　history　iR　the　intersection　of　these　two　interrelated

ideas　of　the　modern　city．

　　More　concretely，　this　article　approaches　the　historical　perceptioR　of　the

city，　by　examining　the　characteristics　of　urban　environmentalism　in　the

following　three　intellectual　trends：　〈D　tenement　reforms　conducted　by　social

settlement　houses，　＠　the　Chicago　P｝an，　a　city　planning　movement，　and　＠

the　Chicago　School　of　urban　sociology．

　　The　tenement　reforms　led　by　the　progressive　social　workers，　such　as　Jane

Addams　of　the　Hull　House，　who　were　dedicated　to　improving　poor　people’s

housing，　represent　a　new　trend　of　environrr｝entalism．　Their　positive

engagement　with　the　physical　conditions　of　slum　areas　differed　from　the
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separate－sphere　ideology　of　the　preceding　Victorian　eiites．　This　essay

contends　tkat　the　tenement　reformers’　endeavors　to　bridge　different　groups

in　the　city，　gave　rise　to　an　inclusive　“city　consciousness”　in　Chicago．

　　1　argue，　however，　the　new　positive　environrnentalism　espoused　by

tenement　reformers　was　fundamentally　compatible　with　the　contemporary

exclusion　of　ethno－racial　minorities，　quite　paradoxically．　While　the　reformers

came　to　understand　urban　environment　as　a　social　issue，　their　interests　in

public　health　and　social　hygiene　increased．　They　thought　clean　and　healthful

physical　conditions　were　indispensable　to　decent　citizenship．　This　idea　would

unintentionally　produce　a　social　mechanism　to　stigmatize　the　poverty　among

new　immigrants　and　African　Americans　from　the　South　with　a　metaphor　of

contagion　and　alienated　tkem　from　civic　life．

　　The　Chicago　Plan，　a　city　planning　movement　spoRsored　by　local　business

circles　was　another　source　of　“city　consciousness”　in　the　early　twentieth

century．　lts　positive　commitment　to　the　urban　landscape　and　park　system

helped　Chicagoans　to　imagine　the　city　as　a　comprehensive　whole．　ln　this

field，　innovative　public　relatioRs　activities　led　by　Walter　Moody，　a　sales

specialist　employed　by　the　Plan　Commission，　contributed　much　to　creating　a

seRse　of　city　loyalty．　This　rise　of　a　new　generation　of　professional　persoRnel

iR　the　causes　for　large－scale　renovations　of　built　environments　is　worthy　of

further　examination．

　　Civic　identity　reached　its　apex　in　the　1910s，　however　it　suddenly　coilapsed

during　World　War　1．　Encroached　upoB　by　wartime　federal　mobilization，　both

urban　reform　and　city　planning　had　to　justify　their　causes　in　terms　of

appeals　to　nationalism．1　consider　this　as　the　beginning　of　the　decline　of　the

idea　that　city　was　an　indivisible　organism．　ln　actuality，　Chicago’s　war

experiences　were　followed　by　the　eruptions　of　ethno／racial　antagonism．　The

race　riots　in　the　summer　of　1919　were　the　worst　iR　its　history．

　　It　is　in　this　context　that　the　rise　of　the　Chicago　School’s　new　urban

soclo｝ogy　should　be　understood．　A　prominent　feature　of　the　scholarship　of

Robert　E．　Park　and　Ernest　Burgess　was　their　mapping　of　the　segmented

urban　spaces　sometimes　occupied　by　ethno－racial　primary　groups．　Their

perception　of　the　city　was　quite　different　from　those　of　tenement　reformers

and　city　planners　in　that　Pai’k’s　human　ecology　and　Burgess’s　concentric

development　thesis　fundamentally　affirrned　the　pluralist　model　of　urban

environments．　Furthermore，　it　is　significant　that　Park　took　the　initiative　on

the　Chicago　Commission　on　Race　Relations，　which　made　peace　after　the　1919

riots，　and　that　Burgess’　model　had　basic　affinities　with　the　city’s　residential
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zoning，　which　was　beg“n　during　the　same　period　of　time．　Combined　with

prevalence　of　new　restrictive　covenants，　zoning　policy　sustained　newly

estab｝ished　de－facto　racial　segregation　in　Chicago　from　the　mid－1920s．　lt　can

be　said　that　Chicago　School’s　urban　ecology　contained　an　ethos　of　social

engineering　that　approved　separating　urban　space　for　realistic　governance．

By　the　end　of　the　1920s，　American　urban　elites　and　in重ellec加als　were

accustomed　to　seeing　the　“city”　as　socio－geographically　dlvided　and　stratified

space．　This　historical　evolution　deeply　affected　the　way　academics　saw

urban　America．　The　urban　historians　of　the　present　day　are　no　exception．
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